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第
一

婆
尸
仏
、
姓
は
拘
樓
、
刹
利
王
種
な
り
。
父
の
字
は
槃

、
母
の
字
は
槃
頭
末

。
所
治
の
国
は
刹
末
提
と
名
づ
く
。
偈
に
曰
く
、
身
は
無
相
中

よ
り
受
生
し
、
喩
え
ば
幻
の
諸
の
形
像
を
出
だ
す
が
如
し
。
幻
人
は
心
識
本
来
空
に
し
て
、
罪
福
皆
な
空
に
し
て
住
す
る
所
無
し
。

　
第
二
尸
棄
仏
、
姓
は
拘
樓
、
刹
利
王
種
な
り
。
父
の
字
は
阿
輪
拏
、
母
の
字
は
婆
羅
訶
提
。
所
治
の
国
は
樓
那
和
提
と
名
づ
く
。
偈
に
曰
く
、
諸
善
法
を

も

起
す
も
本
と
是
れ
幻
、
諸
悪
業
を
造
る
も
亦
た
是
れ
幻
。
身
は
聚
沫
の
如
く
心
は
風
の
如
く
、
幻
と
し
て
出
で
て
根
無
く
実
性
無
し
。

　
第
三

舍
浮
仏
、
姓
は
拘
樓
、
刹
利
王
種
な
り
。
父
の
字
は
須
波
羅
提
和
、
母
の
字
は
耶
舍
越
提
。
所
治
の
国
は
阿
耨
憂
摩
と
名
づ
く
。
偈
に
曰
く
、
仮

り
に
四
大
を
借
り
て
以
て
身
と
為
し
、
心
は
本
と
無
生
に
し
て
境
に
因
り
て
有
り
。
前
境
若
し
無
く
ん
ば
心
も
亦
た
無
く
、
罪
福
は
幻
の
如
く
起
し
て
亦
た

滅
す
。

　
第
四
拘
留
孫
仏
、
姓
は
迦
葉
、
婆
羅
門
種
な
り
。
父
の
字
は
阿
枝
達

、
母
の
字
は
隨
舍
迦
。
所
治
の
国
は
輪
訶
利
提
と
名
づ
く
。
偈
に
曰
く
、
身
は
実

無
し
と
見
る
は
是
れ
仏
を
見
る
、
心
は
幻
の
如
し
と
了
す
る
は
是
れ
仏
を
了
す
。
身
心
は
本
性
空
な
り
と
了
得
せ
ば
、
斯
の
人
は
仏
と
何
ぞ
殊
別
せ
ん
。

　
第
五
拘
那
含
牟
尼
仏
、
姓
は
迦
葉
、
婆
羅
門
種
な
り
。
父
の
字
は
耶

鉢
多
、
母
の
字
は
欝
多
羅
。
所
治
の
国
は
差
摩
越
提
と
名
づ
く
。
偈
に
曰
く
、
仏

は
身
を
見
ず
し
て
是
れ
仏
な
り
と
知
る
、
若
し
実
に
知
る
有
ら
ば
別
に
仏
無
し
。
智
者
は
能
く
罪
性
空
な
り
と
知
り
、
坦
然
と
し
て
生
死
を
懼
れ
ず
。

　
第
六
迦
葉
仏
、
姓
は
迦
葉
、
婆
羅
門
種
な
り
。
父
の
字
は
阿
枝
達
耶
婆
、
母
の
字
は
檀
明
越
提
耶
。
所
治
の
国
は
波
羅
私
と
名
づ
く
。
偈
に
曰
く
、
一
切
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衆
生
は
性
清
浄
、
本
よ
り
無
生
に
し
て
滅
す
可
き
無
し
。
即
ち
此
の
身
心
是
れ
幻
生
、
幻
化
の
中
に
は
罪
福
無
し
。

　
第
七
釈
迦
牟
尼
仏
、
姓
は
釈
迦
、
刹
利
王
種
な
り
。
父
の
字
は
閲
頭
檀
、
母
の
字
は
摩
訶
摩
耶
。
所
治
の
国
は
迦
維
羅
衛
と
名
づ
く
。
偈
に
曰
く
、
幻
化

は
無
因
亦
た
無
生
、
皆
な
則
ち
自
然
に
是
く
の
如
き
を
見
る
。
諸
法
は
化
よ
り
生
ず
る
に
非
ざ
る
は
無
し
、
幻
化
は
無
生
に
し
て
畏
る
る
所
無
し
。

　
是
の
釈
迦
仏
な
る
者
は
即
ち
賢
劫
中
の
第
四
仏
な
り
。
三
劫
の
中
、
初
の
千
仏
は
花
光
仏
を
首
と
為
し
、
下
は

舍
浮
仏
に
至
る
ま
で
、
過
去
の
莊
厳
劫

中
に
於
い
て
成
仏
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
中
の
千
仏
な
る
者
は
、
拘
樓
孫
仏
を
首
と
為
し
、
下
は
樓
至
如
来
に
至
る
ま
で
、
現
在
の
賢
劫
中
に
於
い
て
次
第

し
て
成
仏
せ
り
。
後
の
千
仏
な
る
者
は
□
光
如
来
を
首
と
為
し
、
下
は
須
弥
相
仏
に
至
る
ま
で
、
未
来
の
星
宿
劫
中
に
於
い
て
当
に
成
仏
す
る
こ
と
を
得
べ

し
。

　
賢
劫
初
時
、
香
水

満
し
、
中
に
千
莖
の
大
蓮
華
有
り
。
王
は
其
の
第
四
禅
に
此
の
瑞
を
観
見
し
、
遞
い
に
相
い
謂
い
て
曰
く
、
今
此
の
世
界
若
し
成
ら

よ

ば
、
当
に
一
千
の
賢
人
有
り
て
世
に
出
現
せ
ん
、
と
。
是
の
故
に
此
の
時
を
名
づ
け
て
賢
劫
と
為
す
な
り
。
因
果
経
に
准
る
に
、
云
く
、
釈
迦
如
来
未
だ
成

仏
せ
ざ
り
し
時
、
大
菩
薩
と
為
り
、
名
づ
け
て
善
慧
と
曰
う
。
亦
た
忍
辱
と
名
づ
く
。
功
行
已
に
満
ち
て
位
は
補
処
に
登
り
、

率
天
に
生
れ
て
名
づ
け
て

聖
善
と
曰
い
、
亦
た
護
明
と
曰
う
。
諸
天
王
の
為
に
補
処
行
を
説
き
、
亦
た
十
方
に
於
い
て
身
を
現
じ
て
説
法
せ
り
。
期
運
将
に
至
り
て
当
下
に
作
仏
せ
ん

と
し
、
諸
国
土
は
何
者
か
中
に
処
る
や
と
観
て
、
則
ち
知
ん
ぬ
、
迦

羅
国
最
も
是
れ
地
の
中
な
る
こ
と
を
。
故
に
本
起
経
に
云
く
、
仏
の
威
神
は
至
尊
至

重
な
れ
ば
、
辺
地
の
傾
斜
に
生
れ
ざ
る
な
り
。
此
の
迦

羅
城
は
三
千
の
日
月
乾
坤
の
中
央
な
り
。
往
古
の
諸
仏
は
皆
な
此
に
興
れ
り
、
と
。
倶
舍
論
に
云

く
、

浮
洲
の
中
な
り
、
と
。
山
海
経
に
云
く
、
身
毒
の
国
は
軒
轅
氏
之
に
居
る
、
と
。
廓
璞
の
註
に
曰
く
、
則
ち
中
天
竺
な
り
。
彼
の
土
は
自
ら
五
天
竺

国
に
分
る
。
中
天
竺
国
は
是
れ
天
地
の
中
な
り
。
名
既
に
辺
に
非
ざ
れ
ば
、
中
の
義
現
わ
れ
た
り
、
と
。

　
因
果
経
に
云
く
、
中
天
大
夏
の
種
姓
に
四
有
り
、
謂
く
、
刹
利
帝
種
、
婆
羅
門
種
、

舍
羅
種
、
首

種
な
り
。
刹
利
王
種
を
最
も
高
貴
と
為
す
。
劫
初

よ
り
以
来
相
承
し
て
絶
え
ず
。
余
の
三
姓
は
此
の
所
論
に
は
非
ず
。
但
だ
仏
の
姓
を
明
ら
む
れ
ば
、
自
ら
分
か
れ
て
五
別
あ
り
、
と
。

　
又
た
長
阿
含
経
に
云
く
、
劫
初
成
る
時
未
だ
日
月
光
明
有
ら
ず
。
諸
天
福
尽
き
て
下
生
し
、
皆
な
化
し
て
人
と
為
り
、
歓
喜
を
食
と
為
し
、
身
光
遠
く
照
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ら
し
、
飛
行
自
在
に
し
て
、
男
女
尊
卑
親
属
有
る
こ
と
無
し
。
自
然
の
地
味
、
味
は
蘓
蜜
の
如
し
。
試
み
に
当
す
る
者
有
り
、
遂
に
搏
食
を
生
ず
。
光
威
通

じ
て
亡
び
、
呼
嗟
地
に
在
り
。
食
多
な
ら
ば
貌
悴
れ
、
食
小
な
ら
ば
形
沢
い
、
便
ち
勝
負
を
興
し
、
地
味
は
則
ち
没
せ
り
。
又
た
地
皮
を
生
じ
、
地
皮
を
食

す
る
に
因
る
が
故
に
諸
悪
湊
集
す
。
又
た
林
藤
粳
米
等
の
衆
味
の
甘
美
な
る
を
生
ぜ
り
。
茲
れ
に
因
り
て
食
す
る
者
は
男
女
の
根
を
具
せ
り
。
是
く
の
如
く

し
て
展
転
し
て
便
ち
姻
媾
を
為
し
、
遂
に
胎
生
を
始
め
た
り
。
樓
炭
経
に
云
く
、
自
然
の
粳
米
は
　
朝
に
刈
り
て
暮
に
熟
す
、
と
。
中
阿
含
経
に
云
く
、
米

長
ず
る
こ
と
四
寸
に
し
て
人
競
い
て
預
取
す
。
是
く
の
如
く
相

し
て
、
預
取
す
る
の
処
は
後
に
更
に
生
せ
ず
、
と
。

　
長
阿
含
経
に
云
く
、
尓
の
時
衆
生
既
に
重
ね
て
生
ぜ
ざ
る
を
見
る
、
故
に
各
お
の
憂
惱
を
懐
き
、
互
い
に
田
宅
を
封
じ
以
て
疆
畔
と
為
せ
り
。
其
の
自
ら

蔵
す
る
こ
と
有
り
て
よ
り
以
来
、
他
の
田
穀
を
盗
み
、
是
れ
に
由
り
て
諍
い
起
り
、
能
く
決
す
る
者
無
し
。
議
り
て
一
人
を
立
て
て
平
等
主
と
号
し
、
善
を

賞
し
悪
を
罰
せ
し
め
、
仍
り
て
共
に
供
給
す
。
時
に
一
人
有
り
、
容
質

偉
に
し
て
威
厳
も
て
物
を
鞠
し
、
衆
の
信
伏
す
る
所
な
り
。
則
ち
往
き
て
之
に
請

え
り
。
彼
既
に
受
け
已
っ
て
、
民
の
主
の
名
有
り
。
樓
炭
経
に
云
く
、
衆
人
言
議
し
て
長
の
号
を
為
作
し
、
之
に
謚
し
て
王
と
曰
う
。
法
を
以
て
祖
を
取
る
、

故
に
刹
利
と
名
づ
く
。
此
に
は
田
地
主
と
訳
す
る
な
り
。
時
に

浮
提
は
天
下
富
楽
に
し
て
安
隱
、
地
に
は
青
草
を
生
ず
る
こ
と
孔
雀
の
毛
の
如
し
。
八
万

の
郡
国
は
聚
落
相
い
聞
く
。
寒
熱
及
び
病
惱
の
者
有
る
こ
と
無
し
。
王
は
正
法
を
以
て
世
を
治
め
、
十
善
を
奉
行
し
、
互
い
に
相
い
崇
敬
す
る
こ
と
猶
お
父

子
の
如
く
す
。
人
寿
は
極
め
て
久
し
く
量
計
す
可
か
ら
ず
。
後
に
余
王
有
り
て
正
法
を
行
わ
ず
、
其
の
寿
遂
に
減
じ
て
十
千
歳
に
至
る
。
是
く
の
如
く
漸
減

し
て
今
の
百
年
に
至
れ
り
。
先
に
劫
初
に
於
い
て
創
始
し
て
王
と
為
り
、
展
転
相
承
す
る
も
、
菩
薩
身
に
至
り
て
羅

羅
の
正
嫡
便
ち
絶
え
た
り
。
余
族
の

枝
派
は
今
も
猶
お
位
を
嗣
ぐ
。
故
に
下
に
広
く
転
輪
粟
散
紹
続
す
る
の
相
を
列
す
る
な
り
。
初
の
民
主
王
は
号
し
て
大
人
と
曰
う
。
第
二
は
珍
宝
王
、
乃
至

第
三
十
三
は
善
思
王
な
り
。
上
の
如
き
三
十
三
王
は
子
子
相
承
す
る
な
り
。
亦
た
是
れ
粟
散
な
る
の
み
。
次
下
は
並
び
に
是
れ
転
輪
聖
王
に
し
て
、
嫡
嫡
相

承
し
て
菩
薩
に
至
る
、
と
。

　
樓
炭
経
に
云
く
、
眞
闍
王
に
一
太
子
有
り
、
波

迦
と
名
づ
く
。
訳
し
て
大
魚
王
と
云
う
、
と
。
仏
本
行
経
に
云
く
、
中
天
に
城
有
り
、
名
づ
け
て
褒
多

そ
　
こ

那
と
曰
う
。
人
民
繁
熾
に
し
て
、
其
中
に
帝
有
り
大
魚
王
と
名
づ
く
。
此
の
王
よ
り
乃
ち
大
名
稱
王
に
至
る
ま
で
子
孫
の
相
承
す
る
有
り
、
苗
衣向

計
る
に
八

万
四
千
二
百
七
十
二
王
有
り
、
尽
く
是
れ
金
輪
王
な
り
。
最
後
に
二
王
有
り
て
、

浮
提
主
と
為
り
、
茆
草
王
と
名
づ
く
。
草
王
に
太
子
有
り
、
大
茆
草
王
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と
名
づ
く
。
大
茆
草
王
に
子
の
王
と
為
る
も
の
無
し
。
是
の
念
を
作
し
て
言
く
、
我
が
上
祖
代
代
相
承
し
て
皆
な
是
れ
金
輪
王
の
苗
衣向

な
り
。
我
れ
今
嗣
無

お
　
そ

し
、
種
姓
は
将
恐
ら
く
断
絶
せ
ん
。
我
れ
若
し
出
家
せ
ば
恐
ら
く
は
王
種
を
断
ぜ
ん
。
若
し
出
家
せ
ざ
れ
ば
則
ち
聖
種
を
断
ぜ
ん
、
と
。
是
れ
を
思
惟
し
已
っ

て
則
ち
国
事
を
持
し
て
諸
大
臣
に
付
し
、
王
は
乃
ち
山
に
入
り
て
道
を
修
め
、
五
通
仙
と
成
り
名
づ
け
て
王
仙
と
曰
う
。
此
の
王
仙
先
に
夫
人
有
り
善
襲
と

名
づ
く
。
宮
に
在
り
て
娠
有
り
、
後
に
一
子
を
生
め
り
。
是
れ
大
茆
草
王
の
苗
衣向

な
り
。
後
に
諸
大
臣
は
是
れ
王
仙
の
太
子
な
る
こ
と
を
知
り
、
遂
に
則
ち

重
冊
潅
頂
し
て
王
位
を
紹
承
せ
し
め
、
号
し
て
遮
王
と
為
す
。
又
た
欝
魔
王
と
云
う
、
亦
た
懿
摩
王
と
曰
う
。
王
に
二
妃
有
り
。
一
は
善
賢
と
名
づ
け
、
二

は
妙
端
正
と
名
づ
く
。
妙
端
正
な
る
者
は
四
太
子
を
生
め
り
。
一
に
は
炬
面
と
名
づ
け
、
二
に
は
金
色
と
名
づ
け
、
三
に
は
象
衆
と
名
づ
け
、
四
に
は
別
成

な

と
名
づ
く
。
善
賢
夫
人
は
唯
だ
一
子
の
み
を
生
み
て
、
名
づ
け
て
長
寿
と
曰
う
。
端
厳
な
る
こ
と
喜
ぶ
可
く
、
世
間
に
双
ぶ
も
の
少
し
。
唯
だ
骨
相
無
く

い
え
ど

し
て
、
位
を
紹
ぐ
に
堪
え
ず
。
善
賢
思
惟
す
ら
く
、
妙
端
正
の
四
子
炬
面
等
輩
は
兄
弟
群
族
な
り
。
我
は
今
唯
だ
此
の
一
子
の
み
に
し
て
、
端
正
な
り
と
雖
然

い
　
か

も
王
と
為
る
に
堪
え
ず
。
作
何
ん
が
方
便
し
て
、
今
我
が
此
の
子
、
王
位
を
紹
ぐ
こ
と
を
得
し
め
ん
。
尓
の
時
遮
王
、
車
を
宮
苑
に
駕
し
て
諸
妃
を
安
慰
せ

ほ
っ

り
。
善
賢
出
で
来
た
っ
て
王
に
啓
し
て
曰
く
、
我
は
種
種
に
安
隠
な
る
も
唯
だ
一
願
有
り
、
王
に
従
っ
て
乞
わ
ん
と
擬
す
、
願
わ
く
ば
王
、
我
に
賜
わ
ん
こ

と
を
。
王
曰
く
、
心
の
欲
す
る
所
に
従
っ
て
、
朕
は
当
に
之
を
与
う
べ
し
。
善
賢
曰
く
、
王
、
変
悔
す
る
を
得
ず
。
請
う
王
、
誓
い
を
設
け
よ
。
王
言
く
、
若

し
変
悔
せ
ば
、
朕
は
当
に
破
し
て
七
分
と
作
す
べ
し
。
善
賢
は
大
王
に
白
し
て
曰
く
、
炬
面
等
の
四
子
、
宜
し
く
擯
出
す
可
し
。
王
言
く
、
此
の
四
子
に
過

無
し
、
云
何
ん
ぞ
擯
出
せ
ん
。
王
は
良
久
し
て
思
惟
す
ら
く
、
自
ら
誓
い
を
設
く
る
こ
と
を
為
し
已
れ
ば
、
願
い
に
違
わ
じ
、
と
。
故
に
遂
に
四
子
を
判
し

て
他
方
に
擯
せ
り
。
時
に
四
王
子
は
父
王
に
白
し
て
言
く
、
我
等
四
人
は
余
過
を
造
ら
ず
、
忽
然
と
し
て
我
を
擯
し
て
国
を
出
で
し
む
る
は
何
ぞ
や
。
王
言

く
、
汝
四
子
実
に
過
失
無
く
、
不
辜
に
し
て
横
に
遭
う
こ
と
を
知
れ
り
。
上
に
説
く
所
の
如
き
は
我
が
心
に
は
非
ず
。
善
賢
の
意
な
り
。
時
に
四
童
子
所
生

の
庶
母
と
并
せ
て
眷
属
等
は
此
の
事
を
聞
き
已
り
、
疾
く
王
の
所
に
至
り
て
大
王
に
白
し
て
言
く
、
我
等
が
四
子
、
王
の
擯
出
す
る
こ
と
を
奉
ず
、
我
れ
願

わ
く
ば
随
い
去
ら
ん
。
王
言
く
、
宜
し
く
依
る
べ
し
。
遮
王
に
勅
有
り
、
続
け
て
四
子
に
告
ぐ
ら
く
、
若
し
姻
娉
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
他
族
を
婚
す
る
こ
と
莫

れ
。
宜
し
く
内
姓
に
親
し
み
て
種
姓
を
し
て
断
絶
せ
し
む
る
こ
と
無
か
れ
、
と
。
此
の
四
童
子
は
王
の
教
勅
を
敬
い
、
則
ち
眷
属
を
領
し
て
北
に
面
し
て
去

そ
　
こ

り
、
舍
夷
林
に
至
れ
り
。
其
中
は
水
土
寛
平
に
し
て
、
諸
の
坑
阜
無
し
。
諸
眷
属
を
將
い
て
此
の
林
中
に
住
み
、
福
徳
盛
ん
な
る
が
故
に
遂
に
巨
国
を
成
せ
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り
。
後
に
遮
王
は
群
臣
に
問
わ
ん
こ
と
を
思
え
り
、
朕
は
昔
し
四
子
を
擯
出
せ
し
が
、
今
は
何
方
に
在
り
や
、
と
。
大
臣
奏
し
て
曰
く
、
今
は
香
山
の
北
、
雪

山
の
南
に
在
り
。
二
山
の
中
間
に
林
有
り
、
名
づ
け
て
舍
夷
と
曰
う
。
地
は
沃
え
て
豊
饒
に
し
て
人
民
は
熾
盛
な
り
。
百
姓
之
に
帰
す
る
こ
と
猶
お

市
の

如
し
。
欝
と
し
て
大
国
を
成
し
、
冊
立
し
て
王
と
為
し
、
尼
拘
羅
城
と
名
づ
く
。
古
仙
迦

羅
得
道
の
処
に
し
て
、
茲
に
因
り
て
城
の
名
を
立
て
し
な
り
、

と
。
時
に
遮
王
問
い
已
っ
て
再
三
歎
じ
て
言
く
、
我
が
子
釈
迦
、
我
が
子
釈
迦
、
と
。
此
れ
に
因
り
て
徳
に
従
っ
て
姓
を
立
て
、
釈
迦
と
姓
せ
り
。
釈
迦
な

る
者
は
訳
し
て
能
仁
と
言
う
な
り
。

　
大
遮
王
の
三
子
已
に
歿
し
て
唯
だ
別
成
の
み
有
り
、
号
し
て
尼
拘
羅
王
と
曰
う
。
是
れ
仏
の
祖
祖
な
り
。
此
の
王
に
大
子
有
り
、
名
づ
け
て
拘
盧
羅
王
と

曰
う
、
是
れ
仏
の
高
祖
な
り
。
此
の
王
に
太
子
有
り
、
名
づ
け
て
瞿
拘
廬
王
と
曰
う
、
是
れ
仏
の
曾
祖
な
り
。
此
の
王
に
太
子
有
り
、
名
づ
け
て
師
子
頬
王

と
曰
う
、
是
れ
仏
の
祖
な
り
。
此
の
王
に
四
太
子
有
り
、
一
に
は
輸
頭
檀
那
と
名
づ
く
、
則
ち
淨
飯
王
な
り
。
二
に
は
輸
拘
廬
檀
那
と
名
づ
く
、
則
ち
白
飯

王
な
り
。
三
に
は
途
廬
那
と
名
づ
く
、
則
ち
斛
飯
王
な
り
。
四
に
は
阿
弥
都
檀
那
と
名
づ
く
、
則
ち
甘
露
飯
王
な
り
。

　
浄
飯
王
に
二
太
子
有
り
、
一
に
は
悉
達
多
と
名
づ
く
、
則
ち
是
れ
仏
に
し
て
、
四
月
八
日
に
生
れ
、
身
長
は
丈
六
な
り
。
二
に
は
難

と
名
づ
く
、
則
ち

是
れ
逆
風
掃
地
の
者
に
し
て
四
月
九
日
に
生
れ
、
身
長
は
丈
五
尺
四
寸
な
り
。
白
飯
王
に
二
太
子
有
り
、
一
に
は
調
達
と
名
づ
く
、
是
れ
仏
の
当
兄
に
し
て

四
月
七
日
に
生
れ
、
身
長
は
丈
五
尺
四
寸
な
り
。
二
に
は
阿
難
と
名
づ
く
、
是
れ
仏
の
侍
者
に
し
て
四
月
十
日
に
生
れ
、
身
長
は
丈
五
尺
三
寸
な
り
。
斛
飯

王
に
二
太
子
有
り
、
一
に
は
釈
摩
男
と
名
づ
く
、
捉
土
成
金
の
者
に
し
て
四
月
十
二
日
に
生
れ
、
身
長
は
丈
四
寸
な
り
。
甘
露
飯
王
に
二
太
子
有
り
、
一
に

は
波
投
と
名
づ
く
、
出
家
し
竟
る
、
四
月
十
三
日
に
生
れ
、
身
長
は
丈
四
寸
な
り
。
二
に
は
跋
提
子
と
名
づ
く
、
八
道
に
し
て
、
四
月
十
四
日
に
生
れ
、
身

長
は
丈
四
寸
な
り
。

　
仏
本
行
経
に
曰
く
、

の
時
護
明
菩
薩
は
兜
率
天
上
に
在
り
て
、
心
に
念
じ
て
一
切
衆
生
を
化
せ
ん
と
欲
す
。
遂
に
金
団
天
子
に
勅
す
ら
く
、
汝
善
く
諸

の
王
の
種
族
を
観
察
し
、
則
ち
当
に
吾
が
為
に
一
生
処
を
揀
ぶ
べ
し
、
と
。
金
団
天
子
は
菩
薩
の
勅
を
奉
じ
て
其
の
観
察
を
為
せ
り
。
観
察
す
る
こ
と
已
に

竟
っ
て
、
菩
薩
に
白
し
て
言
く
、
刹
利
種
有
り
、
姓
は
瞿
曇
氏
、
刹
利
帝
の
後
な
り
。
瞿
曇
大
仙
に
依
り
て
学
道
し
、
師
に
従
っ
て
瞿
曇
氏
と
姓
せ
り
。
元

本
以
来
世
世
、
金
輪
王
の
種
族
と
為
る
。
乃
ち
遮
王
の
苗
衣向

に
至
り
て
よ
り
以
来
、
子
孫
は
相
い
承
け
て
、
彼
の
迦

羅
城
な
る
釈
種
の
都
す
る
所
に
住
め
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そ
　
こ

り
。
其
中
に
王
有
り
、
師
子
頬
王
と
名
づ
く
。
此
の
王
に
太
子
有
り
、
輸
頭
檀
那
王
と
名
づ
く
。
今
此
の
王
な
る
者
は
一
切
世
間
天
人
の
中
に
於
い
て
大
名

称
有
り
、
菩
薩
託
生
の
処
と
為
る
に
堪
え
た
り
、
と
。
菩
薩
嘆
じ
て
曰
く
、
善
い
哉
、
善
い
哉
。
汝
は
善
く
諸
の
王
の
種
姓
を
観
察
せ
り
。
汝
の
説
く
所
の

如
く
、
我
は
定
め
て
彼
に
生
れ
ん
、
と
。
又
た
経
に
云
く
、
護
明
菩
薩
、
降
下
せ
ん
と
欲
せ
し
時
、
摩
耶
夫
人
は
浄
飯
王
に
告
げ
て
言
く
、
大
王
当
に
知
る

べ
し
、
我
れ
今
、
八
禁
清
浄
斎
戒
を
受
け
ん
と
欲
す
、
と
。
斎
戒
に
当
り
已
っ
て
遂
に
則
ち
眠
れ
り
。
夢
中
に
於
い
て
一
の
六
牙
の
白
象
を
見
た
り
。
其
の

首
は
朱
色
に
し
て
、
七
支
も
て
地
を
柱
え
、
金
を
以
て
牙
を
裝
い
、
天
人
の
之
に
乘
り
て
空
よ
り
し
て
下
り
、
浄
飯
王
宮
に
赴
む
け
り
。

　
阿
含
経
に
拠
る
に
曰
く
、
仏
の
神
を
母
胎
に
降
す
を
推
す
に
則
ち
此
の
土
の
姫
周
第
五
帝
昭
王
即
位
二
十
三
年
癸
丑
の
歳
七
月
十
五
日
に
当
り
て
、
摩
耶

に
託
陰
せ
り
。
二
十
四
年
甲
寅
の
歳
、
摩
耶
夫
人
は

羅
苑
中
に
於
い
て
遊
戯
快
樂
し
、
波
羅
樹
花
の
可
愛
な
る
を
見
て
、
右
手
を
挙
げ
て
枝
を
攀
じ
し
と

き
、
菩
薩
は
右
脇
よ
り
し
て
誕
生
せ
り
。
身
は
眞
金
色
に
し
て
相
好
具
足
せ
り
、
と
。
又
た
普
曜
経
に
云
く
、
仏
初
生
の
時
、
大
光
明
を
放
ち
て
十
方
界
を

照
ら
し
、
地
は
金
蓮
を
涌
し
て
自
然
に
足
を
捧
げ
た
り
。
東
西
南
北
各
お
の
行
く
こ
と
七
歩
し
て
四
方
を
観
察
し
、
一
手
は
天
を
指
し
、
一
手
は
地
を
指
し

な

て
師
子
吼
を
作
せ
り
、
天
上
天
下
、
唯
我
独
尊
、
と
。
又
た
偈
に
曰
く
、
我
れ
は
胎
に
生
る
る
分
尽
き
て
、
是
れ
最
後
末
の
身
な
り
。
我
れ
已
に
解
脱
を
得

た
れ
ば
、
当
に
復
た
衆
生
を
度
す
べ
し
。
此
の
偈
を
説
き
已
る
や
、
九
竜
の
水
を
吐
き
て
太
子
を
沐
浴
す
る
を
感
じ
た
り
。
太
子
浴
し
已
っ
て
、

然
と
し

て
語
ら
ず
。
還
た
世
間
の
嬰
児
に
同
じ
、
と
。
又
た
周
異
記
を
案
ず
る
に
云
く
、
昭
王
即
位
二
十
四
年
甲
寅
の
歳
四
月
八
日
、
江
河
泉
池
忽
然
と
し
て
泛
漲

し
、
宮
殿
人
舍
、
山
川
大
地
咸
な
悉
く
震
動
せ
り
。
其
の
光
五
色
有
り
て
大
微
に
貫
入
し
、
四
方
に
遍
ね
し
。
昭
王
、
大
史
蘓
由
に
問
う
て
曰
く
、
是
れ
何

の
祥
ぞ
や
、
と
。
蘓
由
奏
し
て
曰
く
、
大
聖
人
有
り
、
西
方
に
生
ま
れ
た
り
、
と
。
又
た
問
う
、
天
下
に
於
い
て
如
何
ん
、
と
。
由
曰
く
、
則
ち
時
に
無
き

な
り
。
他
の
一
千
年
の
外
、
声
教
は
此
の
土
に
被
せ
ん
、
と
。
即
ち
是
れ
仏
の
西
天
竺
国
迦

羅
城
浄
飯
王
宮
に
初
生
せ
し
と
き
此
の
土
に
瑞
応
せ
る
な
り
。

　
十
二
因
縁
経
を
案
ず
る
に
云
く
、
太
子
は
年
十
九
に
登
り
て
皇
の
后
宮
を

え
り
。
父
王
は
出
家
せ
ん
こ
と
を
恐
畏
し
、
遂
に
勅
し
て
簫
韻
も
て
太
子
を

娯
樂
せ
し
む
。
太
子
は
楽
し
ま
ず
、
坐
し
て
三
更
に
至
る
。
五
百
の
宮
人
悉
く
皆
な
睡
る
こ
と
を
得
た
り
。
浄
居
天
子
、
時
に
虚
空
中
に
在
り
、
偈
を
説
い

も
ろ
も
ろ

て
太
子
に
告
ぐ
ら
く
、
世
間
の
不
浄
な
る
衆
の
惑
迷
は
、
婦
人
の
身
体
性
に
過
ぐ
る
は
無
し
。
世
間
の
衣
服
も
て
荘
厳
す
る
が
故
に
、
愚
癡
は
是
の
辺
に
貪

欲
を
生
ず
。
是
れ
人
は
能
く
是
く
の
如
き
観
を
作
す
、
如
夢
如
幻
に
し
て
眞
実
に
非
ず
と
。
速
や
か
に
無
明
を
捨
て
て
放
逸
な
る
こ
と
勿
く
、
心
に
解
脱
を
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得
て
功
徳
身
あ
り
。
又
た
天
人
の

中
に
於
い
て
叉
手
し
て
太
子
に
白
し
て
言
く
、
時
に
去
る
可
し
、
と
。
太
子
は
此
の
偈
を
聞
き
已
っ
て
心
に
歓
喜
を

生
じ
、
潜
か
に
車
匿
に
命
じ
て

陟
に
鞁
し
来
た
ら
し
め
た
り
。
四
神
の
足
を
捧
げ
て
城
の
西
北
を
踰
え
て
去
れ
り
。
太
子
念
言
す
ら
く
、
夫
れ
出
家
者
は

大
慈
悲
を
具
す
。
馬
跡
を
留
め
ず
ん
ば
、
王
は
必
ず
門
人
を
罪
せ
ん
、
と
。
則
ち
城
の
西
北
の
角
に
於
い
て
一
馬
跡
を
留
め
、
空
に
騰
り
て
西
北
に
し
て
去

り
し
こ
と
を
知
ら
し
め
た
り
。
時
に
此
の
土
の
周
の
昭
王
四
十
二
年
壬
申
の
歳
二
月
八
日
の
夜
半
に
当
れ
り
。

　
律
を
案
ず
る
に
云
く
、
太
子
は
去
り
已
っ
て
、
摩
竭

国
の
斑
荼
山
中
に
至
り
、
其
の
石
上
に
於
い
て
結
跏
趺
坐
し
、
是
の
念
言
を
作
さ
く
、
何
物
を
以

す
な
わ

て
か
鬢
髪
を
を
剃
除
せ
ん
、
と
。
纔
か
に
此
の
念
を
起
こ
す
や
、
浄
居
天
子
便
即
ち
刀
を
捧
げ
た
り
。
太
子
は
自
ら
把
り
て
鬢
髪
を
剃
り
已
れ
り
。
浄
居
天

も

子
は
更
に
縵
僧
伽

衣
を
捧
ぐ
。
便
ち
旧
日
著
く
る
所
の
衣
服
を
脱
ぎ
、
并
せ
て
頭
冠
を
脱
ぎ
、
白
馬
等
と
車
匿
に
付
与
し
て
、
將
ち
て
王
宮
に
還
ら
し
め

た
り
。
并
せ
て
偈
言
を
説
き
、
父
王
に
辞
し
て
曰
く
、
仮
り
に
便
ち
恩
愛
も
て
久
し
く
共
に
処
る
も
、
時
至
り
命
尽
き
な
ば
会
に
別
離
す
べ
し
。
此
の
無
常

に
し
て
須
臾
の
間
な
る
を
見
る
、
是
の
故
に
我
れ
は
今
解
脱
を
求
む
。

の
時
太
子
は
山
中
に
在
り
て
、
勇
猛
に
精
進
し
て
無
上
道
を
修
し
た
り
。
又
た
阿

藍
迦
藍
の
処
に
詣
り
、
三
年
、
不
用
処
定
を
学
ぶ
も
、
非
な
る
を
知
り
て
便
ち
捨
て
た
り
。
復
た
欝
頭
藍
弗
の
処
に
至
り
、
一
年
、
非
想
非
非
想
定
を
学
ぶ

も
、
非
な
る
を
知
り
て
亦
た
捨
て
た
り
。
又
た
象
頭
山
に
至
り
、
諸
の
外
道
と
同
に
日
に
麻
麦
を
食
い
、
六
年
を
経
て
苦
行
将
に
満
ち
ん
と
し
て
則
ち
尼
連

河
に
於
い
て
浴
せ
り
。
苦
行
す
る
こ
と
日
久
し
く
岸
に
就
く
こ
と
稍
難
し
。
追
成
仙
人
挽
き
て
樹
枝
を
低
く
し
、
太
子
を
接
せ
り
。

　
又
た
因
果
経
に
云
く
、
浴
し
已
っ
て
我
れ
若
し

劣
の
身
を
以
て
し
て
道
を
取
ら
ば
、
外
道
言
わ
ん
、
自
ら
餓
ゆ
れ
ば
則
ち
是
れ
涅
槃
な
り
と
、
故
に
当

に
食
を
受
く
べ
し
。
太
子
纔
か
に
此
の
念
を
起
こ
す
や
、
時
に
難

と
波
羅
奈
と
の
姉
妹
二
人
有
り
て
、
捧
げ
て
乳
糜
を
上
り
た
り
。
太
子
は
又
た
自
ら
念

は

言
す
ら
く
、
当
た
何
の
器
を
将
て
し
て
か
食
を
受
く
る
こ
と
を
為
さ
ん
、
と
。
纔
か
に
此
の
念
を
起
こ
す
や
、
時
に
四
天
王
各
お
の
石
鉢
を
捧
げ
た
り
。
其

の
時
、
菩
薩
は
平
等
の
為
の
故
に
並
び
に
総
べ
て
之
を
受
け
、
貪
欲
を
息
む
る
が
故
に
按
じ
て
一
鉢
と
成
し
、
以
て
乳
糜
を
受
け
、
喰
い
て
色
力
を
充
た
し
、

正
覚
山
に
詣
ら
ん
と
欲
す
。

よ

　
本
行
経
に
准
る
に
云
く
、
太
子
思
念
す
ら
く
、
当
た
何
物
を
か
用
い
て
坐
せ
ん
、
応
に
浄
草
を
須
う
べ
し
、
と
。
纔
か
に
此
の
念
を
起
こ
す
や
、
路
上
に

刈
草
人
の
名
づ
け
て
吉
安
と
曰
う
に
遇
え
り
。
太
子
語
り
て
曰
く
、
此
の
草
小
許
を
恵
施
せ
ら
る
こ
と
可
能
な
り
や
。
愛
惜
を
為
さ
ざ
る
や
、
と
。
吉
安
則



一
二

ゆ

ち
授
与
せ
り
。

し
て
去
き
、
正
覚
山
に
至
れ
り
。
太
子
は
徳
重
き
が
為
の
故
に
、
其
の
山
震
動
し
、
山
神
出
現
し
て
太
子
に
語
っ
て
曰
く
、
此
は
成
道

の
処
に
は
非
ず
。
太
子
問
う
て
曰
く
、
何
方
堪
う
る
や
。
山
神
曰
く
、
此
れ
よ
り
摩
竭
提
国
の
南
一
十
六
里
に
去
り
て
、
金
剛
座
有
り
。
賢
劫
の
千
仏
は
皆

な
此
の
座
に
昇
り
て
等
正
覚
を
成
ぜ
り
。
宜
し
く
当
に
彼
に
往
く
べ
し
。

の
時
太
子
遂
に
則
ち
下
山
し
、
一
盲
竜
に
遇
い
た
り
。
盲
竜
の
太
子
に
語
っ
て

曰
く
、
菩
薩
は
成
道
の
処
を
求
め
ん
と
欲
す
る
や
。
太
子
問
う
、
汝
は
何
ぞ
我
れ
の
菩
薩
な
る
こ
と
を
知
れ
る
や
。
盲
竜
曰
く
、
我
れ
は
昔
し

婆
尸
仏
の

時
に
於
い
て
、
悪
性
の
比
丘
と
為
り
て
三
宝
を
毀

し
、
遂
に
竜
中
に
墮
し
兼
ね
て
其
の
目
を
盲
い
た
り
。
過
去
に
三
仏
出
世
し
て
我
が
眼
は
則
ち
開
け
し

も
、
滅
後
に
は
還
た
閉
じ
た
り
。
今
、
汝
の
身
を
見
る
に
我
が
眼
を
し
て
開
か
し
む
、
故
に
汝
は
是
れ
菩
薩
な
り
と
知
れ
り
。
則
ち
太
子
を
引
き
て
金
剛
座

に
詣
り
、
草
を
以
て
上
に
敷
き
、
遂
に
此
の
座
に
昇
ら
し
む
。
太
子
は
弘
願
を
発
し
て
言
く
、
我
れ
若
し
無
上
菩
提
を
成
ぜ
ず
ば
、
誓
っ
て
此
の
座
よ
り
起

た
じ
、
と
。
而
し
て
正
覚
を
成
じ
、
之
を
号
し
て
仏
と
為
す
。
故
に
普
曜
経
に
云
く
、
菩
薩
は
二
月
八
日
、
明
星
の
出
ず
る
時
に
於
い
て
大
悟
せ
り
。
便
ち

偈
を
造
り
て
曰
く
、
星
に
因
り
て
悟
り
を
得
、
悟
り
て
後
は
星
に
非
ず
。
物
に
隨
わ
ず
し
て
、
是
れ
無
情
な
ら
ず
。
時
に
此
の
土
の
周
の
第
六
帝
穆
王
三
年

癸
未
の
歳
二
月
八
日
に
当
り
て
成
道
せ
り
。
此
れ
に
因
り
て
三
十
成
道
せ
り
。

　

の
時
釈
迦
如
来
成
道
し
竟
っ
て
、
衆
に
示
し
て
曰
く
、
夫
れ
出
家
沙
門
な
る
者
は
、
欲
を
断
ち
愛
を
去
り
、
自
ら
の
心
源
を
識
り
、
仏
の
本
理
に
達
し
、

無
為
法
を
悟
り
、
内
に
得
る
所
無
く
、
外
に
求
む
る
所
無
く
、
心
は
道
に
繋
が
れ
ず
、
亦
た
業
結
せ
ず
。
無
念
無
作
、
非
修
非
證
、
諸
位
を
歴
ず
し
て
而
も

自
ら
崇
敬
す
る
、
之
を
名
づ
け
て
道
と
為
す
。

・
四
十
二
章
経
第
二
章
。

　
一
比
丘
有
り
て
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
清
浄
本
性
。
仏
言
く
、
畢
竟
浄
な
る
が
故
に
。
如
何
な
る
か
是
れ
本
性
無
知
。
仏
言
く
、
諸
法
は
鈍
な
る
が
故

に
。

　
外
道
、
仏
に
問
う
、
有
言
を
問
わ
ず
、
無
言
を
問
わ
ず
。
仏
乃
ち
良
久
す
。
外
道
、
礼
を
作
し
て
讃
し
て
曰
く
、
善
い
哉
、
善
い
哉
。
世
尊
は
是
く
の
如
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き
大
慈
大
悲
有
り
て
、
我
が
迷
雲
を
開
き
、
我
れ
を
し
て
得
入
せ
し
め
た
り
。
外
道
去
り
し
後
、
阿
難
、
仏
に
問
う
、
外
道
は
何
の
所
證
を
以
て
し
て
得
入

と
言
う
や
。
仏
言
く
、
世
間
の
良
馬
の
如
き
は
鞭
影
を
見
て
而
し
て
行
く
。

・
碧
巌
録
六
十
五
則
参
照
。

　
是
く
の
如
く
説
法
し
て
世
に
住
す
る
こ
と
四
十
九
年
、
後
、
拘
尸
那
城
な
る
煕
連
河
側
の
娑
羅
双
樹
の
間
に
於
い
て
涅
槃
に
入
れ
り
。
寿
齢
は
七
十
九
に

当
れ
り
。
時
に
周
の
穆
王
五
十
二
年
壬
申
の
歳
二
月
十
五
日
な
り
。
暴
風
忽
ち
起
こ
り
、
人
舍
を
飄
損
し
、
樹
木
を
傷
折
し
、
山
河
大
地
悉
く
皆
な
震
動
せ

り
。
西
方
に
白
虹
の
十
二
道
有
り
、
此
の
土
を
通
過
し
て
連
夜
滅
せ
ず
。
此
の
時
に
当
り
て
則
ち
仏
の
涅
槃
に
入
る
の
祥
応
な
り
。

　
又
た
涅
槃
経
に
云
く
、

の
時
、
世
尊
は
涅
槃
せ
ん
と
欲
す
。
時
に
迦
葉
は
衆
会
に
在
ら
ず
。
仏
は
諸
大
弟
子
に
告
ぐ
ら
く
、
迦
葉
来
た
る
時
、
正
法
を

宣
揚
せ
し
む
可
し
、
と
。
又
た
云
く
、
吾
れ
に
清
浄
法
眼
、
涅
槃
妙
心
、
実
相
無
相
、
微
妙
の
正
法
有
り
、
汝
に
付
嘱
す
、
汝
善
く
護
持
せ
よ
、
と
。
并
せ

も

て
阿
難
に
勅
し
て
二
を
嗣
ぎ
て
化
を
伝
え
、
断
絶
せ
し
む
る
こ
と
無
か
ら
し
め
た
り
。
而
し
て
偈
を
説
き
て
曰
く
、
法
は
本
と
法
と
し
て
無
法
な
り
、
無
法

も
法
と
し
て
亦
た
法
な
り
。
今
無
法
を
付
す
る
時
、
法
法
何
ぞ
曽
っ
て
法
な
ら
ん
。

・
こ
の
伝
法
偈
は
伝
心
法
要
に
引
か
れ
て
い
る
。
入
矢
義
高
『
伝
心
法
要
・
宛
陵
録
』
八
七
頁
の
和
訳
「
法
は
も
と
も
と
そ
の
も
の
と
し
て
無
法

な
の
で
あ
る
が
、
無
法
も
ま
た
そ
の
も
の
と
し
て
法
な
の
で
あ
る
。
今
こ
の
無
法
を
君
に
授
け
る
時
、
永
遠
な
る
法
が
嘗
て
法
だ
っ
た
こ
と
が

あ
ろ
う
か
」。

　

の
時
迦
葉
は
五
百
の
弟
子
と
耆
闍
崛
山
に
在
り
、
身
心
寂
然
と
し
て
三
昧
に
入
れ
り
。
正
受
中
に
於
い
て
、
倏
然
と
し
て
心
驚
き
、
挙
身
戦
慓
せ
り
。
定

中
よ
り
出
で
て
諸
の
山
地
を
見
る
に
、
皆
な
大
い
に
振
動
せ
り
。
則
ち
知
り
ぬ
、
如
来
の
已
に
涅
般
に
入
り
し
こ
と
を
。
諸
弟
子
に
告
ぐ
ら
く
、
我
が
仏
大

ま
　
さ

師
、
涅
槃
に
入
り
、
七
日
を
経
て
已
に
棺
中
に
入
れ
り
。
苦
な
る
哉
、
苦
な
る
哉
。
応
当
に
疾
く
往
き
て
如
来
の
所
に
至
る
べ
し
。
恐
ら
く
は
已
に

し
、

仏
に
見
ゆ
る
こ
と
を
得
じ
、
と
。
仏
を
敬
う
を
以
て
の
故
に
敢
え
て
空
を
飛
び
て
如
来
の
所
に
往
か
ず
。
則
ち
弟
子
を
将
い
て
路
を
尋
ね
て
疾
く
行
け
り
。
悲
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哀
も
て
速
や
か
に
往
き
、
正
に
七
日
を
滿
た
し
て
拘
尸
城
の

所
に
至
れ
り
。
大
衆
に
問
う
て
言
く
、
如
何
に
せ
ば
大
聖
の
金
棺
を
開
く
こ
と
を
得
ん
、

と
。
大
衆
答
え
て
曰
く
、
仏
、
涅
槃
に
入
り
て
已
に
二
七
を
経
た
り
。
恐
ら
く
は
損
壊
有
ら
ん
、
如
何
ん
ぞ
開
く
こ
と
を
得
ん
、
と
。
迦
葉
言
く
、
如
来
の

身
は
金
剛
堅
固
、
俎
壊
す
可
か
ら
ず
。
徳
香
芬
馥
と
し
て
栴
檀
山
の
若
し
、
と
。
是
の
語
を
作
し
已
る
や
、
涕
涙
交
も
流
れ
て
仏
の
棺
所
に
至
れ
り
。

の

時
如
来
は
大
悲
平
等
、
迦
葉
の
為
の
故
に
棺
自
然
に
開
き
、
皆
な
則
ち
解
散
し
、
三
十
二
相
、
八
十
種
好
、
眞
金
紫
磨
堅
固
の
身
を
現
出
せ
り
。

　

の
時
迦
葉
は
復
た
重
ね
て
悲
哀
し
、
諸
弟
子
と
仏
を
繞
る
こ
と
七
匝
し
、
長
跪
合
掌
し
て
偈
を
説
い
て
哀
歎
せ
り
。
曰
く
、
苦
な
る
哉
苦
な
る
哉
大
聖

尊
、
我
れ
は
今
荼
毒
苦
切
の
心
。
世
尊
は
滅
度
す
る
こ
と
一
に
何
ぞ
速
き
、
大
悲
は
留
ま
り
て
我
れ
を
待
つ
能
わ
ざ
り
き
。
我
れ
は
堀
山
の
禅
定
中
に
於
い

て
、
遍
く
観
る
も
如
来
は
悉
く
見
え
ず
。
又
た
観
る
に
仏
の
已
に
涅
槃
せ
し
を
見
、
倏
然
と
し
て
心
戦
き
大
い
に
振
驚
せ
り
。
忽
ち
見
る
暗
雲
の
世
界
に
遍

き
を
、
復
た
覩
る
山
地
の
大
い
に
振
動
す
る
を
。
則
ち
知
り
ぬ
如
来
の
已
に
涅
槃
せ
し
こ
と
を
、
故
に
我
れ
は
疾
く
来
た
る
も
已
に
見
え
ず
。
世
尊
の
大
悲

は
我
に
普
か
ら
ず
、
我
れ
を
し
て
仏
の
涅
槃
を
見
ざ
ら
し
め
た
り
。
一
言
の
相
い
教
告
す
る
を
蒙
ら
ず
、
今
我
れ
は
孤
露
に
し
て
何
の
依
る
所
ぞ
。
世
尊
よ

は

は
　
た

我
れ
は
今
大
い
に
苦
痛
す
、
情
乱
れ
迷
悶
す
昏
濁
の
心
。
我
れ
は
今
為
た
世
尊
の
頂
に
礼
せ
ん
や
、
為
復
哀
し
み
て
如
来
の
胸
に
礼
せ
ん
や
。
為
腹
敬
い
て

大
聖
の
手
に
礼
せ
ん
や
、
為
復
悲
し
み
て
如
来
の
腰
に
礼
せ
ん
や
。
為
復
敬
い
て
如
来
の
臍
に
礼
せ
ん
や
、
為
復
深
心
も
て
仏
足
に
礼
せ
ん
や
。
何
が
故

に
仏
の
涅
槃
を
見
ざ
る
や
、
唯
だ
願
わ
く
ば
我
れ
に
敬
礼
す
る
処
を
示
し
た
ま
え
。
如
来
の
在
世
に
は
衆
安
楽
に
、
今
は
涅
槃
に
入
り
て
皆
な
大
い
に
苦
し

む
。
哀
し
い
哉
哀
し
い
哉
深
大
な
る
苦
、
大
悲
も
て
示
教
し
た
ま
え
所
礼
の
処
を
。

の
時
迦
葉
、
是
の
偈
を
説
き
已
る
や
、
世
尊
は
大
悲
も
て
則
ち
二
足

の
千
輻
相
あ
る
を
現
わ
し
、
棺
外
に
出
だ
し
て
迴
ら
し
て
迦
葉
に
示
す
に
、
千
輻
輪
よ
り
千
の
光
明
を
放
ち
、
遍
く
十
方
一
切
世
界
を
照
ら
せ
り
。

の
時

迦
葉
と
諸
弟
子
と
は
仏
足
を
見
已
っ
て
、
一
時
に
千
輻
輪
相
を
礼
拜
せ
り
。
大
覚
世
尊
の
金
剛
の
双
足
は
還
た
自
ら
棺
に
入
り
、
封
閉
す
る
こ
と
故
の
如
し
。

は
じ

　

の
時
、
如
来
は
大
悲
の
力
を
以
て
、
心
胸
中
よ
り
火
の
棺
外
に
踊
り
、
漸
漸
に
荼

し
、
千
七
日
を
経
て
妙
香
薪
を
焚
き
て
、

し
て
乃
ち
方
め
て
尽

き
た
り
。
仏
力
の
威
神
も
て
内
外
の
白

に
し
て
損
な
わ
る
る
無
し
。
此
れ
に
二
つ
の
表
わ
す
こ
と
有
り
。
外
の
一
重
の
白

の
損
な
わ
れ
ざ
る
者
は
、
俗

諦
の
存
す
る
こ
と
を
表
わ
す
。
内
の
一
重
の
白

の
損
な
わ
れ
ざ
る
者
は
、
眞
諦
の
壊
せ
ざ
る
こ
と
を
表
わ
す
。

　
如
来
の
涅
槃
に
入
り
し
壬
申
の
歳
よ
り
、
今
、
唐
の
保
大
壬
子
の
歳
に
至
る
ま
で
、
一
千
九
百
一
十
二
年
を
得
た
り
。
教
の
漢
土
に
流
し
て
よ
り
、
今
壬
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子
の
歳
に
迄
ぶ
ま
で
、
凡
そ
八
百
八
十
六
年
を
経
た
り
。

　
第
一
祖
大
迦
葉
尊
者
、
摩
竭
国
の
人
な
り
。
姓
は
婆
羅
門
、
父
の
名
は
飲
沢
、
母
の
字
は
香
志
な
り
。
瓶
沙
王
と
富
を
競
い
て
、
唯
だ
一
犁
を
譲
り
し
の

み
。
摩
竭
と
共
に
以
て
饒
か
さ
を
爭
い
、
更
に
千
倍
を
逾
ゆ
。
長
者
の
貝
玉
を
積
み
て
、
樹
神
に
祈
請
す
。
貧
女
の
金
珠
を
獲
て
、
塔
像
を
荘
厳
す
。
金
光

の
子
を
載
誕
し
、
金
色
の
妻
を
結
成
す
。
果
た
し
て
前
縁
に
合
し
、
深
く
宿
願
に
扶
す
。
貴
偶
と
為
る
と
雖
も
乃
ち
欲
情
無
く
、
出
家
を
求
め
ん
と
欲
す
る

に
志
を
沢
し
て
聴
許
せ
ら
る
。
便
ち
世
尊
に
投
じ
て
、
弘
誓
の
願
を
発
せ
り
。
上
法
も
て
受
戒
し
、
清
貞
に
し
て
素
を
守
る
。
愛
無
く
欲
無
く
、
常
に
頭

を
行
ず
。
世
尊
在
日
、
命
じ
て
坐
せ
し
め
衣
を
付
せ
り
。
常
に
衆
中
に
於
い
て
第
一
と
称
歎
せ
ら
る
。

　

の
時
大
迦
葉
は
諸
比
丘
に
告
げ
て
曰
く
、
仏
已
に
荼

す
、
金
剛
の
舍
利
は
我
等
の
事
に
は
非
ず
。
何
を
以
て
の
故
ぞ
。
自
ら
国
王
大
臣
、
長
者
居
士

の
最
勝
の
福
田
を
求
む
る
者
有
り
、
自
ら
当
に
供
養
す
べ
し
。
我
等
は
宜
し
く
当
に
法
宝
を
結
集
し
て
断
絶
せ
し
む
る
こ
と
無
か
ら
し
め
、
未
来
世
の
為
に

大
照
明
と
作
し
て
、
正
法
を
紹
隆
せ
し
む
べ
し
、
と
。

の
時
迦
葉
は
大
神
通
を
作
し
、
須
弥
頂
に
行
き
て
、
而
し
て
偈
を
説
き
て
曰
く
、
如
来
の
諸
弟
子
、

且
ら
く
般
涅
槃
す
る
こ
と
莫
れ
。
若
し
神
通
を
得
し
者
は
、
当
に
結
集
に
赴
く
べ
し
。
是
の
偈
を
説
き
已
っ
て
則
ち

銅
を
撃
ち
、

銅
の
中
に
し
て
此
の

偈
を
伝
え
、
声
は
三
千
大
千
世
界
に
遍
し
。
神
通
を
得
し
者
悉
く
皆
な
赴
き
集
ま
り
て
聖
衆
既
に
繁
し
。
遂
に
内
は
三
蔵
を
閑
い
、
外
は
五
明
に
達
し
、
六

通
を
足
満
し
、
智
円
か
に
し
て
四
弁
あ
る
者
を
揀
ぶ
。
其
の
数
四
百
九
十
有
九
な
り
。
悉
く
王
舍
城
の
耆
闍
崛
山
の
賓
鉢
羅
窟
、
此
に
七
葉
巌
と
云
う
に
集

れ
り
。

す 

な 

わ

　

の
時
阿
難
は
、
漏
未
だ
尽
き
ざ
る
が
為
に
、
当
に
跋
闍
比
丘
に
他
心
智
有
り
て
、
則
便
ち
観
察
し
て
、
阿
難
兄
は
欲
漏
有
る
が
故
に
未
だ
衆
聖
に
及
ば

ず
し
て
会
に
入
る
こ
と
を
得
ず
と
知
ら
る
る
こ
と
を
被
る
べ
し
。
時
に
阿
難
比
丘
当
に
自
ら
念
言
す
べ
し
、
我
は
如
来
に
事
え
て
亦
た
缺
犯
無
き
も
、
自
ら

漏
有
る
が
為
に
衆
数
に
及
ば
ず
、
と
。
是
の
事
を
思
惟
し
て
曉
夜
経
行
し
、
明
相
出
づ
る
時
身
躰
疲
極
し
、
兼
臥
す
る
の
次
い
で
、
頭
未
だ
枕
に
至
ら
ざ
る

に
果
位
を
得
證
し
て
、
心
に
歓
喜
を
生
ぜ
り
。
則
ち
賓
鉢
羅
窟
に
往
き
て
其
の
石
門
を
撃
て
り
。

の
時
迦
葉
は
窟
中
に
在
り
、
問
う
、
是
れ
何
人
に
し
て

我
が
此
の
戸
を
敲
く
や
、
と
。
答
え
て
言
く
、
是
れ
仏
の
侍
者
な
る
比
丘
阿
難
な
り
、
と
。
迦
葉
語
げ
て
曰
く
、
汝
は
漏
未
だ
尽
き
ざ
れ
ば
、
入
り
来
た
る
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こ
と
を
得
ず
、
と
。
阿
難
答
え
て
言
く
、
我
れ
已
に
無
漏
を
證
せ
り
、
と
。
迦
葉
報
え
て
言
く
、
汝
既
に
無
漏
を
證
す
れ
ば
神
変
を
現
じ
、
以
て
衆
疑
を
遣

る
可
し
、
と
。

の
時
阿
難
は
則
ち
神
通
を
騁
せ
て
鑰
孔
よ
り
入
り
、
衆
会
に
在
る
こ
と
を
得
て
数
を
五
百
に
添
え
た
り
。

　
育
王
経
を
案
ず
る
に
云
く
、
迦
葉
は
阿
闍
世
王
に
告
ぐ
ら
く
、
我
れ
今
、
如
来
の
三
蔵
を
集
め
ん
と
欲
す
。
願
わ
く
ば
大
王
、
我
が
檀
越
と
為
れ
、
と
。
王

言
く
、
願
わ
く
ば
諸
大
聖
、
如
来
の
三
蔵
を
集
め
て
遺
余
有
る
こ
と
無
か
ら
し
め
よ
。
慈
悲
を
捨
て
ず
、
我
が
供
養
を
受
け
よ
、
と
。
阿
闍
世
は
結
集
主
と

為
れ
り
。
時
に
諸
比
丘
は
則
ち
座
よ
り
起
ち
て
、
長
老
大
迦
葉
に
諮
問
せ
り
、
三
蔵
中
に
於
い
て
先
ず
何
蔵
を
か
集
め
ん
、
と
。
迦
葉
語
げ
て
云
く
、
当
に

修
多
羅
蔵
を
集
む
べ
し
、
と
。
迦
葉
は
聖
衆
に
白
し
て
言
く
、
此
の
阿
難
比
丘
は
多
聞

持
に
し
て
大
智
慧
有
り
。
常
に
如
来
に
隨
っ
て
梵
行
清
浄
な
り
。
聞

く
所
の
仏
法
は
、
水
を
器
に
伝
う
る
が
如
く
遺
余
有
る
こ
と
無
し
。
仏
の
讃
歎
す
る
所
に
し
て
聰

第
一
な
り
。
宜
し
く
彼
に
請
う
て
修
多
羅
蔵
を
集
め
し

い
　
ま

む
可
し
、
と
。
大
衆
は

然
と
し
て
之
を
允
せ
り
。
迦
葉
は
阿
難
に
告
げ
て
曰
く
、
汝
は
今
者
よ
り
宜
し
く
法
宝
を
宣
ぶ
べ
し
、
と
。
阿
難
は
躬
か
ら
受
け

て
敬
諾
し
、
聖
心
を
観
察
し
て
偈
を
説
い
て
曰
く
、
比
丘
諸
眷
属
、
仏
を
離
れ
て
荘
厳
せ
ず
。
猶
お
虚
空
中
の
衆
星
の
月
無
き
が
如
し
。
是
の
偈
を
説
き
已
っ

て
、
衆
聖
の
足
を
礼
し
て
則
ち
法
座
に
昇
れ
り
。

　
七
事
記
を
案
ず
る
に
云
く
、

の
時
阿
難
、
座
に
昇
り
已
る
に
当
り
て
、
緒
の
相
好
を
尊
く
し
、
身
を
現
わ
す
こ
と
仏
の
如
し
。
衆
は
此
の
瑞
を
見
て
則

ち
三
疑
を
生
ぜ
り
。
一
に
は
謂
く
、
大
師
は
慈
悲
の
故
に
涅
槃
よ
り
起
ち
、
我
等
輩
の
為
に
甚
深
の
法
を
宣
ぶ
る
や
。
二
に
は
謂
く
、
他
方
の
諸
仏
、
我
が

こ
　
こ

釈
迦
の
奄
化
せ
る
を
知
る
が
故
に
而
し
て
此
中
に
来
た
り
て
妙
法
を
宣
揚
す
る
や
。
三
に
は
謂
く
、
阿
難
転
身
成
仏
し
て
衆
の
為
に
説
法
す
る
や
、
と
。

の
時
阿
難
に
し
て
是
の
言
を
説
け
り
、
是
く
の
如
く
我
れ
聞
け
り
、
一
時
仏
は
某
城
の
某
処
に
住
し
て
某
の
経
教
を
説
く
乃
至
人
天
等
は
礼
を
作
し
て
奉
行

せ
り
、
と
。
阿
難
則
ち
法
座
を
下
り
、
却
っ
て
本
身
に
復
れ
り
。
諸
菩
薩
等
は
是
れ
世
尊
の
加
被
な
る
こ
と
を
知
り
、
衆
疑
は
悉
く
遣
れ
り
。
時
に
迦
葉
は

諸
比
丘
に
問
う
ら
く
、
阿
難
の
言
う
所
は
錯
謬
せ
ざ
る
か
、
と
。
諸
比
丘
皆
な
云
く
、
世
尊
の
説
く
所
と
異
な
ら
ず
、
と
。
是
に
於
い
て
迦
葉
は
優
波
離
に

請
う
て

尼
蔵
を
集
め
し
め
、
次
い
て
迦
旃
延
に
命
じ
て
阿

曇
蔵
を
集
め
し
め
た
り
。
迦
葉
は
則
ち
願
智
三
昧
に
入
り
、
集
む
る
所
の
法
蔵
皆
な
欠
少
す

る
こ
と
無
く
、
茲
れ
に
因
り
て
流
布
し
て
断
絶
せ
ざ
る
こ
と
を
観
ぜ
り
。

　
阿
闍
世
王
懺
悔
経
に
三
種
の
阿
難
有
り
。
一
に
は
阿
難

、
此
に
慶
喜
と
云
う
。
声
聞
法
蔵
を
持
し
、
上
の
二
乘
に
於
い
て
力
に
隨
い
分
に
随
う
。
二
に
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は
阿
難

跋
羅
、
此
に
慶
喜
賢
と
云
う
。
中
乘
法
蔵
を
持
し
、
上
の
大
乘
に
於
い
て
力
に
隨
い
分
に
隨
い
、
下
の
小
乘
に
於
い
て
容
与
し
て
兼
ね
て
持
せ
り
。

三
に
は
阿
難

婆
伽
羅
と
名
づ
く
、
此
に
慶
喜
海
と
云
う
。
菩
薩
の
大
乘
法
蔵
を
持
し
、
下
の
二
乘
に
於
い
て
容
与
し
て
兼
ね
て
持
せ
り
。
又
た
台
教
中
に

四
阿
難
有
り
。
何
等
を
か
四
と
為
す
。
一
者
は
慶
喜
阿
難
に
し
て
蔵
教
を
結
集
せ
り
。
二
者
は
賢
阿
難
に
し
て
通
教
を
結
集
せ
り
。
三
者
は
典
蔵
阿
難
に
し

て
別
教
を
結
集
せ
り
。
四
者
は
海
阿
難
に
し
て
円
教
を
結
集
せ
り
。
其
の
本
を
論
ず
る
や
、
唯
一
の
金
竜
尊
仏
な
り
。
其
の
迹
を
語
る
や
、
四
阿
難
な
る
弟

子
を
分
つ
。
梵
語
阿
難
は
此
に
は
無
染
と
翻
ず
。
阿
な
る
者
は
無
な
り
。
難
な
る
者
は
染
な
り
。
此
の
無
染
を
論
ず
れ
ば
、
亦
た
分
か
ち
て
二
と
為
す
。
一

な
る
者
は
断
除
煩
惱
を
ば
名
づ
け
て
無
染
と
為
す
。
二
な
る
者
は
出
離
修
證
を
ば
名
づ
け
て
無
染
と
為
す
。
断
除
煩
惱
の
無
染
は
是
れ
教
を
伝
え
し
阿
難
に

名
づ
く
。
出
離
修
證
の
無
染
は
是
れ
禅
を
伝
え
し
阿
難
に
名
づ
く
。

　
阿
難
、
師
に
問
う
、
仏
の
金
襴
を
伝
え
し
外
、
別
に
个
の
什
摩
を
か
伝
う
。
師
、
阿
難
と
喚
ぶ
。
阿
難
応

す
。
師
曰
く
、
門
前
の
刹
竿
を
倒
却
著
せ
よ
。

　
阿
闍
世
王
、
師
に
請
う
て
説
法
せ
し
む
。
師
は
請
い
を
受
け
て
昇
座
し
、
良
久
に
し
て
乃
ち
下
れ
り
。
王
、
師
に
問
う
、
何
が
故
に
弟
子
の
為
に
説
か
ざ

る
や
。
師
云
く
、
大
王
は
位
崇
く
名
重
け
れ
ば
な
り
。

　
迦
葉
尊
者
、
一
乘
を
闡
き
て
物
を
利
し
、
二
教
を
弘
め
て
以
て
人
を
度
す
。
実
に
他
心
を
得
て
終
に
我
想
無
し
。
説
法
住
世
す
る
も
の
四
十
五
年
に
し
て

無
量
の
衆
を
度
せ
り
。
乃
ち
阿
難
に
告
げ
て
言
く
、
如
来
の
正
法
眼
、
我
れ
に
付
嘱
せ
ら
る
。
我
れ
は
今
年
邁
け
り
。
仏
の
僧
伽
梨
衣
を
持
し
て
鷄
足
山
に

あ
し
ょ
う

入
り
、
慈
氏
の
下
生
す
る
を
待
た
ん
。
汝
は
仏
嘱
を
受
け
、
正
法
を
弘
揚
し
て
断
絶
せ
し
む
る
こ
と
勿
れ
。
吾
が
偈
を
聴
け
、
曰
く
、
法
法
本
来
法
、
法
無

く
非
法
無
し
。
何
ぞ
一
法
中
に
於
い
て
、
法
有
り
非
法
有
ら
ん
。

の
時
迦
葉
は
是
の
偈
を
説
き
已
っ
て
、
遂
に
王
舍
城
に
入
り
、
阿
闍
世
王
に
辞
す
。
王

よ

は
寢
て
遇
わ
ず
。
言
を
留
め
て
門
者
に
付
し
、
王
に
奏
し
て
知
ら
し
め
ん
と
し
て
云
く
、
吾
れ
当
に
鷄
足
山
に
往
く
べ
し
、
と
。
西
域
記
に
准
る
に
云
く
、
此

の
山
の
三
峯
は
鷄
足
を
仰
ぐ
が
如
し
、
故
に
此
れ
に
因
り
て
号
を
立
つ
、
と
。
迦
葉
尊
者
は
此
の
山
上
に
於
い
て
、
草
を
以
て
敷
き
て
坐
し
、
結
跏
し
已
っ
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て
、
是
の
念
言
を
作
ら
す
ら
く
、
今
我
が
此
の
身
は
、
仏
の
与
え
し
所
の
糞
掃
の
衣
を
著
く
、
及
び
僧
伽
梨
等
を
持
す
。
五
十
七
倶
低
六
十
百
千
歳
を
経
て

慈
氏
仏
出
世
す
。
其
れ
を
し
て
朽
壊
せ
し
め
じ
、
と
。
是
の
念
を
作
し
已
っ
て
、
遂
に
山
に
語
げ
て
曰
く
、
若
し
阿
闍
世
王
と
阿
難
と
来
た
ら
ば
、
山
は
当

に
為
に
開
き
、
其
れ
を
し
て
入
る
こ
と
を
得
し
む
べ
し
。
若
し
帰
り
去
り
し
後
は
復
た
当
に
還
た
合
す
べ
し
、
と
。
言
い
訖
っ
て
便
ち
滅
尽
定
に
入
れ
り
。
応

時
に
大
地
は
六
種
に
震
動
せ
り
。

の
時
阿
闍
世
王
は
、
睡
夢
中
に
於
い
て
殿
梁
の
折
る
る
を
見
、
遂
に
則
ち
驚
覚
せ
り
。
時
に
執
局
の
使
、
王
に
奏
聞
し

て
知
ら
し
め
て
云
く
、
大
迦
葉
、
王
に
辞
し
て
鷄
足
山
に
往
き
、
涅
槃
に
入
ら
ん
と
欲
す
。
遇
ま
王
殿
寢
し
、
未
だ
敢
え
て
奏
聞
せ
ず
、
と
。
王
は
此
の
語

を
聞
き
て
、
悲
し
み
を
生
じ
て
泣
き
て
云
く
、
朕
は
何
ぞ
薄
祐
な
る
。
諸
聖
涅
槃
す
る
に

見
す
る
を
得
ず
。
則
ち
竹
園
精
舍
に
詣
り
、
阿
難
の
足
を
礼
し

て
迦
葉
の
所
在
を
借
問
し
、
遂
に
阿
難
に
命
じ
て
同
に
鷄
足
に
往
け
り
。
王
の
山
に
到
り
已
る
や
、
山
は
自
ら
開
闢
し
、
迦
葉
中
に
在
り
て
全
身
散
ぜ
ず
。
王

乃
ち
諸
力
士
に
勅
し
て
諸
の
香
薪
を
積
ま
し
め
、
之
を
闍
維
せ
ん
と
欲
す
。
阿
難
、
大
王
に
白
し
て
曰
く
、
摩
訶
迦
葉
は
定
を
以
て
身
を
持
し
、
弥
勒
の
下

は
じ

生
す
る
を
待
ち
て
僧
伽
梨
を
捧
付
し
竟
っ
て
方
め
て
涅
槃
に
入
る
。
如
今
は
切
に
焚
く
可
か
ら
ざ
る
な
り
、
と
。
王
は
是
の
語
を
聞
き
、
種
種
を
以
て
供
養

し
、
心
に
悲
恋
を
生
ぜ
り
。
然
る
後
、
定
身
に
礼
辞
し
、
却
っ
て
阿
難
に
命
じ
て
王
舍
城
に
入
ら
し
め
た
り
。
阿
闍
世
王
と
阿
難
と
纔
か
に
此
の
山
を
出
づ

る
や
、
山
は
合
し
て
故
の
如
し
。

　
師
の
入
滅
の
時
は
、
此
の
土
の
周
の
第
八
主
孝
王
五
年
丙
辰
の
歳
な
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、
偉
な
る
哉
迦
葉
、
密
に
仏
心
を
伝
う
。
身
衣
は
一
納
、

口
海
は
千
尋
。
威
儀
は
庠
序
、
化
導
は
幽
深
。
未
だ
慈
氏
に
逢
わ
ざ
れ
ば
、
且
ら
く
鷄
岑
に
定
す
。

　
第
二
祖
阿
難
尊
舍
、
王
舍
城
の
人
な
り
。
姓
は
刹
利
帝
、
白
飯
王
の
子
に
し
て
是
れ
仏
の
当
弟
な
り
。
本
と
是
れ
金
竜
尊
仏
に
し
て
、
今
は
如
来
の
化
す

る
所
と
為
り
、
法
幢
を
建
立
し
て
六
万
の
衆
を
度
す
。
高
く
仏
日
を
懸
け
、
大
い
に
迷
徒
を
照
ら
す
。
博
達
惣
持
に
し
て
多
聞
第
一
な
り
。

　
師
、
巡
遊
し
て
往
き
て
一
竹
林
の
間
に
至
る
に
、
一
比
丘
の
錯
っ
て
仏
の
偈
を
念
ず
る
を
聞
く
、
曰
く
、
若
し
人
生
れ
て
百
歳
に
し
て
、
水
の
潦
涸
す
る

を
見
ざ
る
は
、
如
か
ず
生
れ
て
一
日
に
し
て
、
而
し
て
之
を
覩
見
す
る
を
得
た
る
に
は
。
阿
難
聞
き
已
っ
て
嗟
歎
し
て
曰
く
、
世
間
に
一
凡
有
り
、
諸
仏
の

意
を
解
せ
ず
。
徒
ら
に
四
圍

を
載
す
る
は
、
空
身
に
し
て
睡
る
に
如
か
ず
。
阿
難
歎
じ
已
っ
て
、
比
丘
に
語
げ
て
曰
く
、
此
れ
は
仏
語
に
は
非
ず
。
如
今
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当
に
聴
く
べ
し
、
我
れ
仏
の
偈
を
演
べ
ん
、
曰
く
、
若
し
人
生
れ
て
百
歳
に
し
て
、
諸
仏
の
機
を
会
せ
ず
ん
ば
、
未
だ
若
か
ず
生
れ
て
一
日
に
し
て
、
而
し

て
之
を
決
了
す
る
こ
と
を
得
た
る
に
は
。 

　

の
時
阿
難
、
商
那
和
修
に
告
げ
て
言
く
、
如
来
の
正
法
眼
、
我
に
付
嘱
せ
ら
る
。
我
れ
今
汝
に
付
す
、
汝
当
に
吾
が
教
を
弘
め
て
断
絶
せ
し
む
る
こ
と

無
か
る
べ
し
、
と
。
復
た
末
田
底
に
謂
い
て
曰
く
、
仏
預
め
汝
を
記
せ
り
、
吾
が
滅
度
後
、

賓
国
中
一
百
二
十
年
に
一
比
丘
有
り
、
末
田
底
と
名
づ
け
、
仏

法
を
流
せ
ん
、
と
。

の
時
、
商
那
和
修
と
末
田
底
と
は
同
に
阿
難
を
師
と
し
、
末
田
底
に
弟
子
無
く
、
商
那
和
修
に
一
弟
子
有
り
、
優
婆

多
と
名
づ
く
。

西
国
羅
漢
の
宗
首
な
り
。

　

の
時
阿
難
の
付
法
偈
に
曰
く
、
本
来
有
法
を
付
し
、
付
し
了
っ
て
無
法
と
言
う
。
各
各
既
に
自
ら
悟
れ
り
、
悟
り
了
っ
て
無
法
無
し
。
師
は
付
法
し
已
っ

て
身
を
虚
空
に
踊
ら
せ
、
十
八
変
を
作
し
て
風
輪
奮
迅
三
昧
に
入
り
、
身
を
分
っ
て
四
分
し
、
一
分
は

利
天
に
奉
り
、
一
分
は
沙

羅
竜
王
に
奉
り
、
一

分
は

舍
利
王
に
奉
り
、
一
分
は
阿
闍
世
王
に
奉
れ
り
。
各
お
の
宝
塔
を
起
て
て
供
養
せ
り
。

　
阿
難
の
入
滅
の
時
は
此
の
土
の
周
の
第
十
主

王
十
二
年
癸
巳
の
歳
な
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、
多
聞
な
る
慶
喜
、
高
く
法
幢
を
建
つ
。
仏
の
金
偈

を
伝
え
、
祖
の
銀

を
継
ぐ
。
慈
悲
は
第
一
に
し
て
、
智
慧
は
無
双
な
り
。
飲
光
の
後
嘱
、
月
秋
江
に
印
す
。

　
第
三
祖
商
那
和
修
尊
者
、
亦
た
商
諾
迦
と
名
づ
く
。
是
れ
西
天
の
自
然
九
枝
の
秀
草
の
名
な
り
。
摩
突
羅
国
の
人
な
り
。
姓
は

舍
多
、
父
の
名
は
林
勝
、

母
の
字
は
嬌
奢
耶
。
母
胎
中
に
在
る
こ
と
六
年
に
し
て
始
め
て
生
れ
た
り
。
尋
い
で
後
に
出
家
す
る
に
、
身
衣
自
然
に
化
し
て
九

と
成
れ
り
。
慶
喜
の
法

を
得
て
広
く
群
生
を
度
し
、
大
い
に
明
灯
と
作
る
。
乃
ち
云
く
、
仏
記
す
ら
く
、
吾
が
滅
度
の
後
二
百
年
中
に
、
聖
者
の
我
れ
を
継
が
ん
、
と
。
則
ち
三
昧

に
入
り
て
観
見
す
る
に
、

利
国
中
に
長
者
子
有
り
、
名
づ
け
て
善
意
と
曰
う
。
而
し
て
姓
は
首

に
し
て
後
に
三
子
を
生
む
。
少
な
る
者
出
家
し
て
当
に

我
を
続
ぎ
て
大
い
に
吾
が
教
を
興
さ
ん
。
吾
れ
当
に
小
神
通
を
以
て
彼
の
国
に
至
る
べ
し
。
従
衆
を
将
い
ず
し
て
自
ら
之
に
往
け
り
。
長
者
は
礼
を
作
し
て

問
う
、
尊
者
遠
く
至
る
、
何
の
須
い
る
所
か
有
る
。
答
え
て
曰
く
、
我
に
伴
侶
無
く
、
孑
然
と
し
て
一
身
の
み
。
徒
侶
に
命
じ
て
仏
道
に
帰
せ
し
め
ん
と
欲
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も
　
し

す
。
長
者
曰
く
、
我
れ
は
世
俗
を
楽
し
め
ば
出
家
す
る
能
わ
ず
。
若
復
子
を
生
ま
ば
当
に
汝
に
給
す
べ
し
。
師
云
く
、
善
い
哉
、
善
い
哉
。
言
い
已
っ
て
則

ち
本
座
に
帰
れ
り
。
時
に
長
者
は
尋
い
で
後
に
果
た
し
て
三
子
を
生
め
り
。
前
の
二
子
は
出
家
を
願
わ
ず
。
第
三
子
は
優
婆

多
と
名
づ
け
、
年
は
十
七
な

り
。

の
時
和
修
は
父
に
告
げ
て
曰
く
、
仏
の
此
の
子
を
記
し
て
、
吾
が
滅
度
後
二
百
年
中
と
云
う
は
、
第
四
師
に
し
て
籌
衆
を
度
す
る
に
当
れ
り
、
と
。
父

は
仏
の
記
を
聞
き
て
則
ち
尊
者
に
奉
り
、
其
の
出
家
す
る
に
任
せ
た
り
。

・
籌
衆
　
第
四
祖
の
章
を
見
よ
。

　
師
乃
ち

多
に
問
う
て
曰
く
、
汝
は
年
は
幾
歳
ぞ
や
。
子
曰
く
、
年
は
十
七
歳
な
り
。
師
曰
く
、
汝
は
十
七
歳
な
り
、
性（
原
作
姓
）は
十
七
歳
な
り
や
。
子

は

曰
く
、
性
は
十
七
歳
に
は
非
ず
。
子
、
師
に
白
し
て
曰
く
、
為
た
心
白
き
や
、
為
た
頭
白
き
や
。
師
曰
く
、
此
の
白
は
是
れ
髪
に
し
て
心
頭
に
は
非
ざ
る
な

り
。
子
曰
く
、
身
は
自
ら
十
七
歳
に
し
て
、
性（
原
作
姓
）は

る
に
は
非
ざ
る
な
り
。

　
師
の
左
右
に
在
る
こ
と
三
四
年
間
に
し
て
出
家
具
戒
し
、
便
ち
聖
果
を
證
し
た
り
。

の
時
商
那
和
修
、

多
に
告
げ
て
言
く
、
如
来
は
大
法
眼
を
以
て

迦
葉
に
付
嘱
し
、
是
く
の
如
く
展
転
し
て
乃
ち
我
れ
に
至
れ
り
。
我
れ
は
今
汝
に
付
嘱
す
、
吾
が
偈
を
聴
け
、
曰
く
、
法
に
非
ず
亦
た
心
に
非
ず
、
心
も
無

く
亦
た
法
も
無
し
。
是
の
心
法
を
説
く
時
、
是
の
法
は
心
法
に
非
ず
。 

そ

　
自
れ
商
那
和
修
の
滅
度
せ
し
時
は
姫
周
の
第
十
一
主
宣
二
十
三
年
乙
未
の
歳
な
り
。
浄
修
禅
師
の
偈
に
曰
く
、
胎
衣
尊
者
は
、
暗
室
の
明
灯
な
り
。
人
天

の
耳
目
に
し
て
、
仏
法
の
股
肱
な
り
。
心
に
非
ず
色
に
非
ず
、
減
ら
ず
増
さ
ず
。
良
い
哉
至
聖
、
覚
海
の
大
鵬
な
り
。

　
第
四
祖
優
婆

多
尊
者
、

利
国
の
人
に
し
て
其
の
姓
は
首

な
り
。
仏
記
す
ら
く
、
禅
祖
中
に
於
い
て
其
の
第
四
に
当
り
、
群
品
を
化
度
す
る
こ
と
、
我

が
今
日
の
如
か
ら
ん
。
賢
劫
の
中
に
当
に
成
仏
す
る
こ
と
を
得
て
、
無
相
好
如
来
と
名
づ
く
べ
し
、
と
。
十
七
に
し
て
出
家
し
、
二
十
に
し
て
成
道
し
、
方

に
隨
っ
て
行
化
し
、
摩
突
羅
国
に
至
れ
り
。
大
衆
雲
集
す
。
半
月
説
法
に
、
天
花
時
に
降
れ
り
。
地
神
腰
現
し
て
法
を
聴
く
が
故
に
、
尽
く
解
脱
を
獲
た
り
。

　

の
時

多
尊
者
、
凡
そ
一
人
を
度
す
ご
と
に
一
籌
を
抛
下
す
。
籌
は
長
さ
四
寸
に
し
て
一
石
室
を
満
た
せ
り
。
室
は
高
さ
丈
六
に
し
て
縦
横
も
亦
た
然
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は

り
。
其
の
後
度
す
る
者
、
名
づ
け
て
提
多
迦
と
曰
う
。
志
し
出
家
せ
ん
こ
と
を
求
む
。
師
問
う
て
曰
く
、
為
た
心
出
家
す
る
や
、
為
た
身
出
家
す
る
や
。
子

は

曰
く
、
我
れ
来
た
り
て
出
家
す
る
は
、
身
心
の
為
に
し
て
利
益
を
求
む
る
に
非
ず
。
師
云
く
、
身
心
の
為
に
せ
ず
し
て
復
た
誰
か
出
家
す
る
。
子
曰
く
、
夫

れ
出
家
す
る
者
は
無
我
の
故
な
り
。
無
我
の
故
に
心
は
生
滅
せ
ず
。
心
生
滅
せ
ざ
る
は
則
ち
是
れ
常
な
る
が
故
な
り
。
既
に
是
れ
常
な
る
が
故
に
諸
仏
も
亦

た
常
な
り
。
心
に
形
相
無
く
其
の
体
も
亦
た

り
。
師
云
く
、
汝
は
当
に
大
悟
し
て
心
自
ら
明
朗
な
る
べ
し
。
仏
法
中
に
依
り
て
恒
沙
の
衆
を
度
せ
ん
。

の
時

多
尊
者
曰
く
、
我
れ
今
、
此
の
法
眼
を
将
て
汝
に
付
嘱
す
。
汝
は
流
布
し
て
断
絶
せ
し
む
る
こ
と
無
か
る
べ
し
。
汝
今
当
に
聴
く
べ
し
、
吾
れ
偈
を

説
い
て
曰
く
、
心
は
自
ら
本
来
心
に
し
て
、
本
心
は
有
法
に
非
ず
。
有
法
に
本
心
有
ら
ば
、
心
に
非
ず
本
法
に
非
ず
。

多
尊
者
、
法
を
付
嘱
し
已
っ
て
即

ち
涅
槃
に
入
れ
り
。

の
時
提
多
迦
は
、
石
室
の
籌
を
取
り
、
之
を
積
み
て
焚
燒
し
、
舍
利
を
拾
取
し
、
塔
を
堅
て
て
供
養
せ
り
。

　
時
に
此
の
土
の
姫
周
第
十
三
主
平
王
三
十
一
年
庚
子
の
歳
に
当
れ
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、
優
波

多
、
弁
は
懸
河
に
瀉
ぐ
。
法
山
崢

、
道
樹
婆

娑
。
籌
は
石
室
に
盈
ち
、
屍
は
天
魔
を
繋
ぐ
。
性
は
十
七
に
非
ず
、
悟
は
刹
那
に
在
り
。

・
屍
繋
天
魔
　
宝
林
伝
巻
二
の
伝
参
照
。

　
第
五
祖
提
多
迦
尊
者
、
摩
迦

国
の
人
な
り
。
舍
に
在
り
て
父
の
夢
る
ら
く
、
金
日
の
屋
よ
り
し
て
出
で
、
大
光
明
を
放
ち
て
一
宝
山
を
照
ら
す
を
。
山

頂
に
泉
有
り
。
初
め
香
衆
と
名
づ
く
る
も
父
の
夢
に
因
る
が
故
に
提
多
迦
と
号
せ
り
。
訳
し
て
通
眞
量
と
云
う
。

多
云
く
、
如
来
、
汝
を
記
す
ら
く
、
吾

が
滅
度
後
一
百
年
中
、
必
ず
一
子
有
り
て
道
果
を
證
せ
ん
、
と
。
又
た
師
の
為
に
其
の
父
の
夢
を
解
く
ら
く
、
宝
山
な
る
者
は
吾
が
身
是
れ
な
り
。
光
明
を

出
だ
す
な
る
者
は
汝
が
智
慧
な
り
。
屋
よ
り
し
て
出
づ
る
者
は
入
道
な
り
。
山
頂
の
泉
な
る
者
は
無
上
の
法
味
な
り
。
提
多
迦
は

多
の
夢
を
解
く
を
聞
き

て
、
心
自
ら
忻
慶
し
、
而
し
て
偈
を
説
い
て
曰
く
、
巍
巍
た
る
七
宝
山
、
常
に
智
慧
の
泉
を
出
だ
す
。
迴
り
て
眞
法
の
味
と
為
り
、
能
く
諸
の
有
縁
を
度
す
。

多
尊
者
、
偈
を
以
て
答
え
て
曰
く
、
我
が
法
は
汝
に
伝
う
、
当
に
大
智
慧
を
現
ず
べ
し
。
金
日
の
屋
よ
り
出
で
て
、
天
地
を
照
曜
す
。

の
時
提
多
迦
、

多
の
偈
を
聞
き
已
っ
て
、
合
掌
瞻
顔
す
。
既
に
付
法
を
得
て
、
諸
土
に
遊
歴
し
、
而
し
て
群
品
を
度
せ
り
。 

　

の
時
弥
遮
迦
は
八
千
仙
中
の
主
に
し
て
出
家
を
求
め
ん
と
欲
す
。

の
時
提
多
迦
告
げ
て
曰
く
、
汝
、
出
家
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
各
お
の
応
に
自
ら
念
ず
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べ
し
、
刀
を
仮
り
て
剃
る
に
非
ず
し
て
、
念
ず
る
所
に
隨
う
が
故
に
鬢
髪
自
ら
浄
せ
よ
、
深
く
仏
を
敬
う
が
故
に
、
衣
は
袈
裟
を
生
じ
て
檀
相
に
変
れ
、
と
。

時
に
諸
仙
人
は
各
自
に
仏
を
念
じ
、
心
に
敬
慕
を
生
じ
た
れ
ば
、
鬢
髪
は
自
ら
浄
し
、
袈
娑
は
体
を
生
じ
、
心
は
不
退
転
に
し
て
尽
く
聖
果
を
獲
た
り
。

の
時
提
多
迦
、
弥
遮
迦
に
告
げ
て
曰
く
、
如
来
は
正
法
眼
を
以
て
迦
葉
に
付
嘱
し
、
是
く
の
如
く
展
転
し
て
乃
ち
我
れ
に
至
れ
り
。
我
れ
今
、
此
の
法
眼
を

将
て
汝
に
付
嘱
す
。
吾
が
偈
を
聴
け
、
曰
く
、
本
法
心
に
通
達
す
れ
ば
、
法
無
く
非
法
無
し
。
悟
り
了
れ
ば
末
悟
に
同
じ
く
、
無
心
に
し
て
無
法
を
得
。
師

は
偈
を
説
き
已
っ
て
化
火
三
昧
し
、
而
し
て
其
の
体
を
燼
せ
り
。
弟
子
弥
遮
迦
は
舍
利
を
收
得
し
、
斑
荼
山
中
に
塔
を
起
て
て
供
養
せ
り
。

　
時
に
此
の
土
の
姫
周
第
十
五
主
荘
王
七
年
己
丑
の
歳
に
当
れ
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、
多
迦
大
師
、
無
我
に
し
て
出
家
す
。
根
を
了
し
境
に
達
し
、
空

花
を
免
却
す
。
体
は
形
相
に
は
非
ず
、
理
は
歯
牙
を
出
づ
。
方
に
隨
っ
て
物
を
利
す
、
豈
に
匏
瓜
な
る
こ
と
有
ら
ん
や
。

　
第
六
祖
弥
遮
迦
尊
者
、
中
印
度
の
人
に
し
て
提
多
迦
の
法
を
得
た
り
。 

　

の
時
弥
遮
迦
、法
を
得
已
っ
て
遊
歴
行
化
せ
り
。衆
中
に
一
人
有
り
、

波
須
密
と
名
づ
け
出
家
を
求
め
ん
と
欲
す
。

の
時
提
多
迦
尊
者
曰
く
、
仏
は
在
世
時
に
北
天
竺
に
至
り
、
而
し
て
阿
難
に
謂
い
て
曰
く
、
此
の
国
土
中
に
、

吾
が
滅
度
後
三
百
の
末
に
一
聖
者
有
り
て
、
当
に
世
に
出
づ
べ
し
。
姓
は
波
羅
墮
、
名
は
婆
須
密
に
し
て
諸
祖
中
に
於
い
て
其
の
第
七
に
当
る
、
と
。
仏
の

汝
を
記
す
は
我
が
所
知
に
は
非
ず
。
汝
、
出
家
し
て
触
器
を
捨
除
す
可
し
、
合
に
聖
果
を
證
す
べ
け
ん
、
と
。
時
に
婆
須
密
は
其
の
酒
器
を
棄
て
、
合
掌
作

礼
し
て
深
く
自
ら
覚
知
す
ら
く
、
我
れ
昔
し
曽
つ
て
無
量
劫
中
に
於
い
て
し
て
宝
座
を
第
七
仏
に
施
せ
り
。
仏
は
我
が
与
に
授
記
す
ら
く
、
賢
劫
中
に
於
い

て
当
に
作
仏
す
る
こ
と
を
得
べ
し
、
禅
祖
中
に
於
い
て
当
に
第
七
を
得
べ
し
、
と
。
尊
の
説
く
所
の
如
く
、
深
く
昔
縁
に
達
し
、
寤
め
て
覩
る
所
の
如
し
。
尊

者
は
大
慈
あ
り
、
願
わ
く
ば
我
れ
を
接
引
せ
よ
、
と
。
時
に
弥
遮
迦
は
則
ち
出
家
と
為
り
、
而
し
て
仏
戒
を
受
け
、
所
作
已
に
弁
じ
て
深
く
自
ら
之
を
知
れ

り
。
乃
ち
命
じ
て
付
法
し
、
而
し
て
偈
を
説
い
て
言
く
、
無
心
に
し
て
可
得
無
け
れ
ば
、
無
名
の
法
を
得
た
り
と
説
く
。
若
し
心
と
非
心
と
を
了
す
れ
ば
、
始

め
て
心
心
の
法
を
解
す
。
師
、
滅
度
に
入
る
。

　
時
に
此
の
土
の
姫
周
第
十
八
主
襄
王
十
七
年
丙
申
の
歳
に
当
れ
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、
弥
遮
迦
祖
は
、
五
通
を
習
い
し
仙
。
師
の
法
の
正
し
き
に

遇
い
、
我
が
心
の
偏
れ
る
を
省
す
。
如
来
の
悟
り
を
悟
る
に
、
玄
の
又
た
玄
。
神
通
も
て
示
滅
し
、
八
部
潸
然
た
り
。



祖
堂
集
巻
第
一

二
三

　
第
七
祖
婆
須
密
尊
者
、
北
天
竺
国
の
人
な
り
。
弥
遮
迦
の
法
を
得
已
っ
て
而
し
て
自
ら
行
化
し
、
諸
の
有
情
を
度
せ
り
。
迦
摩
羅
国
に
至
り
て
大
い
に
仏

よ

事
を
作
す
に
、
此
の
座
前
に
於
い
て
大
智
者
有
り
て
仏

難
提
と
称
す
。
師
に
問
う
て
曰
く
、
解
く
論
義
す
る
や
。
師
曰
く
、
論
ず
れ
ば
則
ち
義
な
ら
ず
、
義

ほ
っ

な
れ
ば
則
ち
論
ぜ
ず
。
若
し
論
義
せ
ん
と
擬
せ
ば
終
に
論
義
す
る
に
は
非
ず
。
仏

難
提
は
師
の
論
義
を
聞
い
て
、
心
は
則
ち
敬
伏
し
て
出
家
せ
ん
こ
と
を

求
む
。
師
則
ち
納
受
し
、
具
戒
證
果
せ
り
。
乃
ち
命
じ
て
付
法
し
、
而
し
て
偈
を
説
い
て
曰
く
、
心
は
虚
空
界
に
同
じ
く
、
虚
空
に
等
し
き
法
を
示
す
。
虚

空
を
證
得
す
る
時
、是
無
く
非
法
無
し
。 

そ

　
自
れ
波
須
密
の
入
定
せ
し
時
は
、
此
の
土
の
姫
周
第
二
十
一
王
定
王
十
九
年
辛
未
の
歳
に
当
れ
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、
祖
の
婆
須
密
は
、
弥
遮
の

室
に
入
る
。
迷
悟
は
本
と
如
、
物
我
は
冥
一
。
手
に
は
酒
器
を
携
え
、
頂
に
は
仏
日
を

ぐ
。
奚
ん
ぞ
是
に
し
て
奚
ん
ぞ
非
な
ら
ん
、
誰
か
得
し
て
誰
か
失

せ
ん
。

　
第
八
祖
仏

難
提
尊
者
、
迦
摩
羅
国
の
人
に
し
て
姓
は
瞿
曇
波
な
り
。
当
生
の
時
、
頂
上
に
珠
有
り
て
珠
光
照
曜
せ
り
。
年
四
十
に
至
り
て
婆
須
密
に
遇

い
而
し
て
出
家
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
便
ち
聖
果
を
證
し
、
遊
行
し
て
化
導
す
。
提
迦
国
に
至
り
て
一
人
有
り
、
伏
駄
密
多
と
名
づ
く
。
而
し
て
師
に
問
う

て
曰
く
、
父
母
は
我
が
親
に
非
ず
、
誰
か
最
も
親
な
る
者
と
為
す
。
諸
仏
は
我
が
道
に
非
ず
、
誰
か
最
も
道
な
る
者
と
為
す
。
師
曰
く
、
汝
が
言
は
心
と
親

に
し
て
、
父
母
は
比
す
可
き
に
非
ず
。
汝
が
行
は
道
と
合
す
、
諸
仏
の
心
即
ち
是
な
り
。
外
に
有
相
の
仏
を
求
め
ば
、
法
と
相
似
せ
ず
。
若
し
汝
が
本
心
を

識
ら
ば
、
合
す
る
に
非
ず
亦
た
離
す
る
に
非
ず
。

の
時
伏
駄
密
多
、
尊
者
の
是
の
妙
法
を
説
く
を
聞
く
こ
と
を
得
て
、
則
ち
五
体
投
地
し
、
深
く
敬
い
て

な

礼
を
作
せ
り
。

の
時
尊
者
は
則
ち
出
家
を
与
え
、
而
し
て
賢
聖
に
命
じ
て
具
足
戒
を
受
け
し
め
た
り
。

の
時
仏

難
提
、
伏
駄
密
多
に
告
げ
て
曰
く
、
如

来
は
大
法
眼
を
以
て
迦
葉
に
付
嘱
し
、
是
く
の
如
く
展
転
し
て
吾
れ
は
第
八
に
当
れ
り
。
汝
は
法
宝
を
受
け
て
断
絶
せ
む
る
こ
と
勿
れ
。
吾
が
偈
を
聴
け
、
言

く
、
虚
空
に
内
外
無
し
、
心
法
も
亦
た
是
く
の
如
し
。
若
し
虚
空
を
了
す
る
が
故
、
是
れ
眞
如
の
理
に
達
す
。 

　
師
の
入
滅
せ
し
時
は
、
此
の
土
の
姫
周
第
二
十
四
主
景
王
十
二
年
丙
寅
の
歳
に
当
れ
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、
仏

難
提
、
大
い
に
群
迷
を
化
す
。
心



二
四

に
内
外
無
く
、
法
は
高
低
を
離
る
。
五
天
の
論
将
、
三
界
の
雲
梯
。
卓
然
た
り
眞
気
、
南
北
東
西
に
。

　
第
九
祖
伏
駄
密
多
尊
者
、
提
迦
国
の
人
に
し
て
姓
は

舍
羅
な
り
。 

　
仏

難
提
の
法
を
得
已
っ
て
、
中
印
国
に
至
り
て
大
い
に
仏
事
を
作
し
、
群

品
を
導
化
し
て
百
千
人
と
倶
な
り
。
一
長
者
有
り
、
名
づ
け
て
香
盖
と
曰
う
。
家
に
一
子
有
り
、
難
生
と
号
し
、
師
に
依
り
て
出
家
せ
り
。

の
時
師
既
に

受
け
已
っ
て
、
懃
苦
し
て
修
行
し
、
脇
席
に
至
ら
ず
。
茲
れ
に
因
り
て
号
を
立
て
脇
尊
者
と
名
づ
け
た
り
。

の
時
伏
駄
密
多
、
比
丘
難
生
に
告
げ
て
曰
く
、

如
来
は
大
法
眼
を
以
て
迦
葉
に
付
嘱
し
、
展
転
相
伝
し
て
今
に
我
に
至
れ
り
。
我
れ
此
の
法
を
将
て
汝
に
付
嘱
す
。
汝
は
善
く
護
持
し
て
断
絶
せ
し
む
る
こ

と
無
か
れ
。
汝
は
吾
が
教
を
受
く
、
而
し
て
偈
を
聴
け
、
曰
く
、
眞
理
は
本
と
無
名
な
る
も
、
名
に
因
り
て
眞
理
を
現
わ
す
。
眞
実
法
を
領
得
す
れ
ば
、
眞

に
非
ず
亦
た
偽
に
非
ず
。
師
は
偈
を
説
き
已
っ
て

然
と
し
て
入
定
せ
り
。
諸
天
散
花
し
て
之
を
供
養
せ
り
。
時
に
脇
尊
者
は
則
ち
香
薪
を
以
て
、
用
て
之

を
闍
維
し
、
舍
利
を
收
得
し
て
塔
を
建
て
て
供
養
せ
り
。

　
時
に
此
の
土
の
姫
周
第
二
十
六
主
敬
王
三
十
五
年
甲
寅
の
歳
な
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、
伏
駄
密
多
、
大
器
は
晩
成
す
。
五
十
に
し
て
語
ら
ず
、
五

十
に
し
て
行
ぜ
ず
。
俄
か
に
大
士
に
逢
い
、

ち
無
生
に
契
う
。
崖
松
に
操
有
り
、

鶚
に
程
無
し
。

　
第
十
祖
脇
尊
者
、
中
印
国
の
人
な
り
。
伏
駄
密
多
の
法
を
得
て
、
広
く
群
迷
を
化
し
、
花
氏
国
に
至
る
に
一
長
者
有
り
、
名
づ
け
て
宝
身
と
曰
い
て
七
子

有
り
。
第
七
子
を
富
那
耶
奢
と
名
づ
く
。
師
を
礼
し
て
白
し
て
言
く
、
我
れ
今
、
出
家
せ
ん
と
欲
す
。
尊
者
当
に
済
度
す
べ
し
、
と
。

の
時
尊
者
は
則
ち

出
家
と
為
し
、
具
戒
し
證
果
す
。
乃
ち
命
じ
て
付
法
し
、
而
し
て
偈
を
説
い
て
曰
く
、
眞
体
は
自
然
に
眞
に
し
て
、
眞
に
因
り
て
理
有
り
と
説
く
。
眞
眞
の

法
を
領
得
す
れ
ば
、
行
無
く
亦
た
止
も
無
し
。
師
は
付
法
し
已
っ
て
化
火
三
昧
し
、
而
し
て
自
ら
焚
身
せ
り
。
耶
奢
尊
者
は
舍
利
を
収
拾
し
、
塔
を
竪
て
て

供
養
せ
り
。

　
時
に
此
の
土
の
姫
周
第
二
十
八
主
貞
王
二
十
二
年
癸
亥
の
歳
に
当
れ
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、
脇
大
尊
者
、
愛
憎
の
網

く
。
量
は
虚
空
に
等
し
く
、

道
は
唯
だ
蕭
灑
。
眞
体
は
自
然
に
し
て
、
眞
に
因
り
て
舒
写
す
。
世
に
約
せ
ば
蒼

と
し
て
、
意
馬
を
奔
騰
す
。



祖
堂
集
巻
第
一

二
五

　
第
十
一
祖
富
那
耶
奢
尊
者
、
花
氏
国
の
人
な
り
。
姓
は
瞿
曇
、
兄
弟
七
人
に
し
て
最
も
幼
き
に
処
る
。
心
明
ら
か
に
博
達
し
、
諸
の
求
む
る
所
無
し
。
付

法
を
得
已
っ
て
広
宣
流
布
し
、
次
第
に
遊
化
す
。
又
た
一
城
の
波
羅
奈
と
名
づ
く
る
に
至
り
、
一
長
者
の
馬
鳴
と
名
づ
く
る
に
遇
え
り
。
師
に
問
う
て
曰
く
、

我
れ
仏
を
識
ら
ん
と
欲
す
、
何
者
か
即
ち
是
な
る
。
師
曰
く
、
汝
、
仏
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
識
ら
ざ
る
者
是
な
り
。
馬
鳴
曰
く
、
仏
既
に
識
ら
ざ
れ
ば
、
争

で
か
是
な
り
と
知
ら
ん
や
。
師
曰
く
、
汝
既
に
識
ら
ず
、
争
で
か
是
な
ら
ず
と
知
ら
ん
や
。
馬
鳴
曰
く
、
此
は
是
れ
鋸
の
義
な
り
。
師
曰
く
、
彼
は
是
れ
木

の
義
な
り
。
師
却
っ
て
問
う
、
鋸
の
義
な
る
者
は
何
ぞ
。
馬
鳴
曰
く
、
師
と
共
に
並
び
て
出
づ
。
馬
鳴
却
っ
て
問
う
、
云
何
が
木
の
義
な
る
。
師
曰
く
、
汝

は
我
の
解
く
こ
と
を
被
れ
り
。

の
時
馬
鳴
は
師
の
勝
義
を
聞
き
、
心
即
ち
歓
喜
し
て
出
家
を
求
め
た
り
。 

　

の
時
富
那
耶
奢
、
馬
鳴
に
告
げ
て

曰
く
、
我
れ
今
、
此
の
正
法
眼
蔵
を
将
て
汝
に
付
嘱
す
。
汝
は
流
布
し
て
断
絶
せ
し
む
る
こ
と
勿
か
る
可
し
、
と
。
而
し
て
偈
を
説
き
て
曰
く
、
迷
悟
は
隠

顕
の
如
く
、
明
暗
は
相
い
離
れ
ず
。
今
隠
顕
の
法
を
付
す
、
一
に
も
非
ず
亦
た
二
に
も
非
ず
。
時
に
馬
鳴
は
師
の
偈
を
説
く
を
聞
き
て
、
心
大
い
に
慶
悦
す
。

師
は
付
法
し
已
っ
て
則
ち
神
通
を
現
わ
し
て
飛
行
自
在
、
却
っ
て
本
座
に
至
り
て
寂
定
に
入
れ
り
。

　
時
に
此
の
土
の
姫
周
の
第
三
十
三
主
安
王
十
四
年
戊
戌
の
歳
に
当
れ
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、
富
那
夜
師
、
智
は
須
弥
の
若
し
。
心
は
去
住
を
捐
て
、

身
は
栄
衰
を
外
に
す
。
明
暗
隠
顕
、

聴
す
る
に
希
夷
た
る
に
、
現
前
に
提
取
し
て
、
更
に
参
差
す
る
莫
し
。

　
第
十
二
祖
馬
鳴
尊
者
、
波
羅
国
の
人
な
り
。 

　

の
時
馬
鳴
、

羅
に
告
げ
て
曰
く
、
我
れ
今
、
此
の
正
法
眼
蔵
を
将
て
汝
に
付
嘱
す
。
汝
は
流

布
し
て
断
絶
せ
し
む
る
こ
と
無
か
る
可
し
。
而
し
て
偈
を
聴
け
、
曰
く
、
隠
顕
す
る
は
即
ち
本
法
、
明
暗
は
元
よ
り
貳
無
し
。
今
付
す
悟
了
の
法
、
取
に
も

非
ず
亦
た
棄
に
も
非
ず
。
師
は
大
寂
に
入
れ
り
。

　
時
に
此
の
土
の
姫
周
の
三
十
五
帝
顕
王
二
十
七
年
甲
午
の
歳
な
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、
尊
者
馬
鳴
、
花
氏
城
を
化
す
。
魔
宮
に
霧
巻
き
、
釈
苑
に

風
清
し
。
我
れ
仏
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
識
ら
ざ
る
者
明
ら
む
。
玄
解
に
非
ざ
る
は
莫
く
、
足
を
動
か
せ
ば
塵
生
ず
。



二
六

　
第
十
三
祖

羅
尊
者
、
花
氏
国
の
人
な
り
。 

　

の
時

羅
、
竜
樹
に
告
げ
て
曰
く
、
我
れ
今
、
此
の
正
法
眼
蔵
を
将
て
、
用
て
汝
に
付
す
。
汝

は
当
に
護
持
し
て
断
絶
せ
し
む
る
こ
と
勿
れ
。
而
し
て
偈
を
聴
け
、
言
く
、
隠
に
非
ず
顕
法
に
非
ず
、
是
れ
眞
実
際
な
り
と
説
く
。
此
の
隠
顕
の
法
を
悟
れ

ば
、
愚
に
も
非
ず
亦
た
智
に
も
非
ず
。

羅
入
滅
す
。

　
時
に
此
の
土
の
姫
周
三
十
七
帝

王
四
十
一
年
壬
辰
の
歳
に
当
れ
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、

羅
大
聖
、
因
地
の
魔
王
。
師
の
指
教
に
憑
り
て
、
豁

と
し
て
眞
常
を
證
す
。
胡
ぞ
愚
智
と
為
さ
ん
、

ぞ
是
に
し
て

ぞ
長
な
ら
ん
。
徳
馨
蘭
慧
、
性
は
氷
霜
よ
り
も
浄
し
。

　
第
十
四
祖
竜
樹
尊
者
、
西
天
竺
の
人
な
り
。 

　

の
時
竜
樹
、
提
婆
に
告
げ
て
曰
く
、
我
れ
今
、
此
の
正
法
眼
蔵
を
将
て
用
て
汝
に
付
す
。
汝
は

当
に
教
を
受
く
べ
し
。
吾
が
偈
を
聴
け
、
曰
く
、
隠
顕
の
法
を
明
ら
め
ん
が
為
に
、
方
に
解
脱
の
理
を
説
く
。
法
に
於
い
て
心
に
證
せ
ざ
れ
ば
、
嗔
も
無
く

亦
た
喜
も
無
し
。
竜
樹
尊
者
、
寂
然
と
し
て
入
定
す
。

　
時
に
此
の
土
の
秦
の
第
二
帝
始
皇
三
十
丑
年
己
午（
原
作
五
）の
歳
な
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、
菩
薩
竜
樹
、
竜
を
化
す
る
是
れ
務
め
。
心
に
仏
心
を
曉

り
、
住
し
て
而
も
住
す
る
に
非
ず
。
身
に
円
月
を
顕
わ
し
、
法
は
膏
雨
を
流
す
。
提
婆
は
機
に
投
じ
、
就
い
て
旨
趣
を
諳
ん
ず
。

　
第
十
五
祖
迦
那
提
婆
尊
者
、
南
印
度
の
人
に
し
て
姓
は

舍
羅
な
り
。 

　

の
時
提
婆
尊
者
、
羅

羅
多
に
告
げ
て
曰
く
、
我
れ
今
、
此
の
正
法

眼
蔵
を
将
て
用
て
汝
に
付
す
。
汝
は
宜
し
く
伝
受
し
て
断
絶
せ
し
む
る
こ
と
無
か
る
べ
し
。
而
し
て
偈
を
聴
け
、
言
く
、
本
と
伝
法
人
に
対
し
て
、
為
に
解

脱
の
理
を
説
く
。
法
に
於
い
て
実
に
無
證
な
ら
ば
、
終
り
も
無
く
復
た
始
め
も
無
し
。

　
此
の
師
の
滅
度
の
時
は
、
此
の
土
の
前
漢
第
四
主
文
帝
十
九
年
庚
辰
の
歳
に
当
れ
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、
迦
那
提
婆
、
徳
岸
弥
よ
高
し
。
香
象
を

迴
旋
し
、
金
毛
を
吹

す
。
機
は
巌
電
よ
り
も
迅
く
、
弁
は
秋
濤
に
瀉
ぐ
。
始
終
證
を
絶
し
、
王
刀
を

つ
勿
し
。

・
勿

王
刀
　

は

に
同
じ
。
先
業
の
報
い
と
し
て
悪
王
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
。
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第
十
六
祖
羅

羅
尊
者
、

羅
国
の
人
に
し
て
姓
は
梵
摩
な
り
。
父
の
名
は
浄
徳 

　

の
時
僧
伽
難
提
に
し
て
師
に
問
う
て
曰
く
、
法
に
證
有

り
や
、
取
捨
有
り
や
、
有
無
有
り
や
、
内
外
有
り
や
。
尊
者
願
わ
く
ば
慈
造
し
て
為
に
解
説
せ
よ
。

の
時
羅

羅
多
、
偈
を
以
て
答
え
て
曰
く
、
法
に
於

い
て
は
実
に
無
證
、
取
せ
ず
亦
た
離
せ
ず
。
法
は
有
無
の
相
に
非
ず
、
内
外
云
何
に
し
て
か
起
ら
ん
。

　
此
の
師
全
身
入
定
せ
し
時
は
、
此
の
土
の
前
漢
第
六
武
帝
十
年
戊
辰
の
歳
に
当
れ
り
。
浄
修
禅
師
讃
し
て
曰
く
、
羅

の
道
徳
、
口
に
在
り
て
は
寧
ぞ
論

く
さ
び
ら

ぜ
ん
。
師
の
耳
を
説
く
に
因
り
て
、
尋
い
で
入
門
す
る
を
得
た
り
。
高
く
日
月
を
提
げ
、
大
い
に
乾
坤
を
照
ら
す
。
取
せ
ず
捨
せ
ず
、
子
孫
に
伝
う
。
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